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阿部櫟斎の小笠原島調査と殖産事業

文久年間の小笠原島開拓における本草

学の役割

は　じ　め　に

　本：草学はもともと自然のなかに薬物を探求するととを目的に古代中国で成立し，医

学と密接にかかわりながら発達した。その研究のなかから薬物とどもに人々の生活に

’役立つべきものとして日常の食物Jbまた三一に対処するための救荒食物を対象と：して，．

食物本草学や救荒本草学0）分野が展開してくる。近世になって、『本草綱目』・がもたら

され，その研究をきpかけに日本にも独自の本草学寮成立し，その展開のなかで享保

期にはじまる脚政策は本四に新しい珊である物産学を成立させ1・・物産学1藻

物を主とするとはいえ，厚生利用を目的として農業や産業の分野と提携しつつ発展し

た。享保期の産物政策として諸国に産物帳の提出を命じ，採薬使を任命して諸国の産

物潮回させ，見出され三物を三三薬副・栽培し普及1させたこと・ある・・三木

三陽によるサツマイモの関東地方への普及1）などはよく知られていよう。

　こうして晟立した物産学はますます発展した。それは幕府の医学館をはじめ各地で

三品会や物産会が盛行したことからも窺えよう。ttなかでも蝦夷・琉球や八丈島をふく・

む伊豆諸島，‘そして小笠原諸島は輸入にたよらざるをえなかった薬品や産物の自生地，

あるいは移植して栽培を期待できる地としてとくに注目、されるようになる。

　文久年間の小笠原島開拓は領土の所属をめぐってイギリス・アメリカと（｛）複雑な外交

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も問題ともかかわるがこの問題についてはいくつかの論考がある。本四は文久年間の

小笠原島開拓事業を幕末期の殖産興業策という観点に立ち，この事業にかかわった本草　，

学者たちの事蹟を明らかにし，幕末期の本草学が果たした役割き考察するものである。
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1、小笠原島の窮見と開拓前史

　小笠原豊麗は寛文10年（1670）・紀州から江戸に向かう蜜柑船が漂着したことによっ

て発見された。この発見を知った幕府は島を開拓’ i新田開発）することにし，小笠原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しまや島の予備調査のため，延宝3年（1675）長崎から呼び寄せた島谷市左衛門2）を船頭とし

て，唐船造五百石積の富国寿丸を派遣した。この調査＝隊は5月1巨から6月5月q）1

ヵ月余小笠原に滞在して，島の地理や動植物などを調査し畢草心木を採集した。島谷

は島を去るに当たって，鶏五羽（雄鳥三羽，雌鳥二羽）を放し，』再度の渡島を期し℃

父島に太神宮を建てて下田に帰港，幕府に調査結果を輯告した。島谷の『島谷市左衛

門無人島え由良覚書』3）はζの調査行の記録である。島谷は小笠原諸島の概要と動植脚

にpいて次のように報告している4）。

　　（前略）

一、五月朔日、湊之陸え上り、島之近辺方々見分仕、同三日江戸より持参仕候小

　船、陸に而取立、同十日出来仕候間、同十一L一一日小船に而沖之島え出船仕、島廻

　り仕イ臨本島より南に当り大島見へ申候にイ三三十五日本島南のはしょり出船

　仕、同日七ツ時分、三島え着船仕候。大概、あいた海路廿里程御座候様に覚候。，

　、同十六日の朝より島廻り見回候得は、東の方何れも高山にて平地無御座候。

　湊に成唇歯所も無御座候。南西に廻り面心壱御座候。此譜面弐心半程、歯偏町

　半面、未申当り由面出、深さロ七尋程、・奥に弐尋面谷。，下は菊面石碇か・り悪

　敷：御座白魚御座候。是は三日逗留仕、見分仕候得は奥の谷合に壱町に弐町程平一

　地御座候。又、脇に弐心四方の平地御座候。右之流船之者共、此所に居申候様

　に奉存候。但、流川御座候得共、不断は流不慮候。水は能水ぎれ不申候。心土

　之廻り、大形拾里程御座候様に奉存候。何れも適々迄、大木小木大分生諸候。

一、同十九日、右之島出船仕、同暮六ッ時、本島南之端小島に能湊御座候問、是

　迄着船仕候。一夜行雲候。、

一、同廿日■に小島出船仕、本島東の方廻り、風三悪三相成候に付、小船に而本島

　出船並ひ御座候。島丑寅に当り御座候を見分仕、湊より三島迄之聞、海路五三

　程之瀬戸西東に通御座イ臨本回向に当り能湊壱御座候1未申に向申三三さ入尋

　上の湊にて、此島廻り七里程御座候様に三三候。別に湊は無御座候。

一、訴追之次に両三町程之瀬戸御座候。廻り五里程に見申候。此島も右同断。

　、同日七ツ時分、右之島蔭廻、本島闘え着船仕候。何れも右之島、大木小木生

　茂候。
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　　　見知り申たる木

、桑の木’ @一、むくろうし　　一、せんたん　　一榎木－t　　　　　＼

有罪争噸下消ヒ答、三共大燗候三共興る鞭儀

　　　御船え持参仕三木三三

一、山ひんろう、し丸太・

一、同丸太

一、桑の木’

一、紫野太

一、楠に似たるもく木

一：一一一A同木角
一、もく本’

　百本

五拾本「

壱挺

　壱本

　平骨

　壱本

　壱本

　　　御公儀え差上申物之壼噛

　、五位鷺に似申候鳥　　　　　　壱番

　　れんしやくなし。

一　ばんに回申たる鳥　　　　　　壱羽

　　惣の十三。はし頭赤。むね回るり色。

一　いんごうに回申たる鳥　　　　弐番

一　自白に似申たる鳥　　　　五ツ

　　頭むね黄色。

一　かうむりに似たる鳥　　　「山番

　　壱ツつ・あヴ。

　　鵜に町回たる鳥　　　　　壱ツ

　　山帰来

　　　　　　　　　　　ママ　　かつらの実但、日本たちはきの葉に似申候・

　　ひんろうしの実

　　同やしほの花．

　　藩の葉如なる木の実

　　かつらの三二、葉藤の葉のことぐ、とげあり

　党トさいかちの実

　　　　　　　　　　　　　　一3

長三間壱尺

三口三尺より弐尺八寸五分弐尺入寸弓

長弓丈

本四弐尺五寸より弐尺二三寸迄

長一間壱分野壱尺

厚サ九寸

長弐間壱尺

長壱丈三尺平物

幅壱尺五寸厚サ壱尺・

「長三間壱尺厚サ九寸

是ハ名不知

惣の羽かは色、頭はし黒。但、頭に五六寸の白きれんしやく有。女鳥には、

N

　惣の毛、日本のひよ鳥の如。三頭赤。紫は、いんこうの如、．ふとく御座候。

面は狸の如。惣の三三の毛の如。但、白毛交。足回’ソ。三五ツ宛、羽に爪

一、山柿の実

t、やしほの実

一、宿砂の如なる木の実

一、楠に似申たる木の実t1

一、 ｴら木Og似たる物



s

　、浜はせをの実

　、むくろうし

一、子安貝

一、よめかさら

一、赤石

　、青石

一、菊面石，　　　　　　’　　、

一、かちやんの木tt・「 @、　　壱本
一、名不知むく木　　　　　　　壱本

　、棋榔子　　　　　　　　　　壱切

　、楠に似たるもく木　　」四切

一、やしほの葉　　　　　　　　壱本

　、ひんろうし植木　　　　　　弐本

一、やしほの植木　　　　　　’弐本

一、かちやんの木』　，　　　壱本

　、三三に似たる木　　　　’五本

一、早舟　　　　・　　　　　　壱本

　、楠に似たるなへ木　　　ピ壱本

　　d
　、沖之拾里廻り之島え三三置旧候。

一、本島拾五里廻り之島え右同断。

　　朝草島勧請三三御神

　　　　　入幡大菩薩

　　　天照大神宮

　　　　　春日大明神．

　　　　　　．如此三社書付申候。

　　一、かちやんの実

　　1一一、かきから

　　・一、つに，

　　r、三三交緑草

　　一、白石

　　一、海老’

但、葉ともに切回候。

匂ひ有。長四尺程。．

長三三三。

長三尺。・

　　一、・浜椰子の葉　壱本

長五尺。但、弐鉢。

長五尺。但、三三。

’長七寸。

但、なへ木。

葉丸し。花は月本の朝克の如し。

　　　　　　　　　　　　　　』右岸脇付、
大日本之内也。島々為見分、tt早早四月三九日致：着船’。　’同六月五日に日本え出，

’船。　　，　　・一一　　　　　．・’　　㌧　　　　　f’

　　　伊豆下田に同十二日着船押回。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御船頭井按三三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島谷市左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上乗『
　　　延宝三年　　　　t／　　　　　　　，・　　tt　　中尾庄左衛門

　　　　卯五月吉日　　　　　　　　　　　『右回左衛門子’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島谷太郎右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大工江戸小畑町tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八兵衛
’、　’

E筆通、書付回申候。以上。　　一　　・　　／
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卯六月廿日

　　　　無人島三三

一、拾里廻り．島

　　拾五里廻り島

　、、七里廻り島

　　五里廻り島

壱ツ

壱ツ

壱ツ

壱ツ

但、此間弐拾特有「

但、此間境町

但、此間三町

、壱里弐里三里廻り島、四五ツ有。．一町二町三町彫り島五拾程有。

　但、伊豆下田より四隣、辰巳に当り有。海路三百五拾里也。

　、伊豆下田　　　　’三拾五度

一　北之無人島　　’　「弐拾七度半・，

　　但．’度一ツを四拾三里七合半積。

r、入営　　　　　　　三拾三度半・

一、南新無人島　　　　弐拾七度

．、下田より新島　　　拾三里　．1一、新島より三宅島　　七里

一、三宅島より三倉島　五里　　’一、三倉よp草丈　　　四拾壱里

　　　　〆六拾千里

　、入丈より北之無人島　　弐百六拾里

一、八丈より南之無人島　　弐百入拾四里

　、下田より無人島迄　　’　三百五拾里有

　　無十島え渡り申道筋に右之島々段々有。

　　入丈より無人島は辰巳に当。入丈より無人島之間、小島五ツ有。

一、無人島に鶏五羽はなし回申候。内三羽雄鳥、t羽雌鳥也。

　幕府は調査の結巣，この島を「無人島5）」と命名した。幕府に献上された動植物は上

覧の上なぜ浄島谷市左衛門と船中之者共への褒賞として下げ渡された。島谷が離島

に際して鶏を放したことにも窺えるように，小笠原諸島開拓を念頭に調査に当たった

にもかかわらず，幕府はこれらの採集品を小笠原島開拓に生かそうとは考えなかった

，ようにみえ乱とg調査＝に用い6れた富国寿丸も，延宝7年にはもはや無用として「か

こひ船」にしてしまい，以後使用されないまま朽ちるにまかされてしまったのである。

　享保・安永年間にも幕府による同病調査の企てはあったカ㍉「いずれも中止隠るいは「

失敗に終わっている。寛政3’ N（1791）には，海防のための巡見に伴って幕府医官で本

草学者田村元長（号西湖。田村元雄の男）は入子見および小笠原諸島g巡見を命ぜら、

れた。元長の巡見は薬草の調査を主としたものであったと悪われ；・小笠原島には至れ

なかったが入支島の調査を実施している。田村元長はこの調査をもとに『豆州諸島三一

産図説』6）を著した。『伊豆七島風土回覧』7）、（寛政12年自序）は三島勘左衛門が伊早i新島

’に10年間滞在した際の見聞をまとめたものであるが，その「三宅島」の記事に次のよ

うにある。

三島土宜しき故にや薬種の産功能至て勝れ回天門、麦門、縮砂、防風、良姜、
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餅鳳香附モ軽四三根茅楓三三こ聴の窺先年寛政の始江戸表より
田村元長といふ御典医巡棟使として御渡海有し時、入島にて薬種の類を取らせ江

戸表へ御頭捌て用試み都ひけるた、初島の韓調て能あり賢其後も御用仰

付らる・事度々也。拉び島に℃神津は些劣り新島の産は一向無能なるよし聞ゆ、

元長は産物を：調査しただけではなく，三三産の薬草の’苗や種を植え付けたのであ

る8）。八丈島に植え付けられた薬種について，およそ50年後の天保11年『八丈島大概帳』

に植え付け地とともに生育状況が記録されている9）。

　　天保十一庚子年入丈島大概三三、

　　　　　　　　　　　ママ　　一　寛政三辛亥誉田基幹長様御回島之節植草百戦薬草、当時生立左回通。

　＼大賀郷　　　　　　　　　’

　一　肉桂　唐種二本

　　三白元五本之処三本ハ文政十丁三年八月大風ニテ三三。其節柑三兵五郎様御役
　　　　　　　　　ママ　　所以御上上置残テニ本ハ当時景気宜敷。

　一　土風苓　琉球種二株　　　　　　・’　　　　　　　　．　’　　一㌦

　　是ハ追々旱魑之時日三二相成。柑本三五郎三三三所御届申上。

　一　草菓　零種五言　　　　　　　　　　　、

　　三百当時景気宜敷。
　　　　つ　く　　　　　ヘ
　一、草董葎　唐樽四株　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　是古風枯二相成二附、御三申上。，

　』　横榔樹　一株
　　三半風枯仕処、追立新芽出、当時景気宜敷，

　末吉村　下之沢

　一　草葉：毯　唐種六株

　1一　草菓　唐種五株

　一　土侠苓　三種旧株

　　右三品相応二景気宜敷処、文政二塁卯年夏旱爆撃枯失、当時無之6卸本様御役

　　所工御届申上。，

　末吉村上之沢工実蒔九十入粒之内

　一　肉桂十一本　弄種　　　　・　　、

　　右ハ元十一本控所、文政元戊寅年大風汐吹上、竪樋己卯年追々枯野6杉庄兵衛

　　様御役所工臨届申上。当時一本。

　一　草菓　三種五三
　　　　　ヒ　　ね　　一、早晃竃　挿穂五平

　　右二品ハ文殊二己卯年限旱旧刊テ相痛い章々枯失。御役所工御小判上・

　・樫立村

　一　肉桂職種二本

　　　　　　　　　　　　　　　一6一



是ハ元十r本之処、追々群群残テ書面之通。猶又文政十丁亥年入月大風一本枯

失、当時一本。柑郭様御役所工御冷申上。

右者、寛政三略亥年、同五癸丑年両度御陰階御薬草木、当時枯残書面之通。

此外

　龍眼樹甘草『使君子　カンテイレキ　シッカンラ樹　索厚朴三三、・御三附

　之処、追々枯失少モ相残不早蒔。

　寛政3年（↓791）田村元長が八丈島に植え付けたi薬草木のうち）天保11年（184g）当時

’生育しているのは，大賀郷の肉桂（唐崎）・’2．本，草岡（下種）五株・横榔樹1株・末

吉村上之沢に三種した肉桂（三種：）98粒のうち1本にすぎなかった。暴厨や三三によ

るほか，植え付けられた薬草の栽培技術の不足が原因だったのではなかろうか。

　こ0）ように薬草をはじめとして，さまざまな産物の殖産のため本草学者が起用され

るようになってゆく。天明6年（1786）には林子平が『三国通覧図説』を刊行して，海

防の観点から小笠原諸島の重要性を説き・『また同島の開発！7，利卓を述べて処蔀された

こどはよく知られているとおりである。その後は，時に漂流船が漂着することがありs

帰着の漂流民力きらの事情聴取により島々に関する清報は蓄積された眠定住する者は

なぐ人々には無人島としてその名呑知られるrすぎなかった・

　　－2．文久年間の小笠原島開拓事業の開始

　文政10年（1827），英国海軍の測量船ブロッサム号がこの島を測量し，圭な島々に新．

たな地名を命名した上で，英国領と定める旨を刻んだ銅版を海岸の樹に固圧した。天

保元年（1830）にはボノルルの英国領事の支援により，イギリス人・アメリカ人および

デンマーク人等5名が指揮者となってハワイ諸島から杉民団が送り込まれ，父島に23

名が定住することになった。このときの入植者の一人が後に日本の開拓使節とり交渉

にあ．たったアメリカ人，ネサネル・セイホレ（Nathaniel　Savory’ Cナザニール・セボ

リー）である。その後も幾入かのイ・ギリスおよびアメリカ鯨漁船り乗組員が住民に加

わっている。

　嘉永6年（1853）には米国艦隊総司令官ペリーは日本に向かう途中，小笠原島をア

メリカ船の薪水補給所とするために父島に寄港，父島に土地を購入して石炭置き場を

設置し，アメリカ海軍の軍i籍を与えたセボリーに管理を任せた。その後，ペリーの命’

にしたがってプリマス号が小笠原を訪れ，母島を米国所領と定める銘を刻んだ銅板を

樹に打ち付け，もう一枚を壷に入れて地中に埋めた。

　横浜が開港さ’れると小笠原諸島の三三が英・米・日本の間で問題とされるようにな

る。ここにらたっ七幕府は小笠原諸島の現状すら把握していない不備を補い，また海

防に備えるため伊豆諸島とその沖にある小笠庫諸島の現状調査に乗り出すことになっ

たのである。幕府は，小笠原諸島は延宝3年の島谷市左衛門たち調査隊を派遣した事

7



実を以て日本に領属するとし・再固織図にズれる意図をも6て移民を送り込醐

拓することに決した。ここには英米両国とg）間に複雑な外交問題があり幕府はその対

応に苦慮することになる。』、

　こうした背景のもと，文久元年12月（1862年1月）外国奉行水野筑後守忠徳・目付

服部帰一らによって小笠原島開拓演着手されることになったのである。幕府は支久元

年9月19日目勘定奉行・外国奉行剛・軍艦奉行・目付にたいして次のように申し渡して

いる10）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’　　，

　　　　覚『』　　　　』』　．水野筑後守
伊豆国附島々御直向取調。且小笠原島御開拓之御用被　仰早臥に付而は。都合次

第御軍艦に乗組。旧地え罷越巨細実検致』厚勘弁之上。見込之趣可被申聞候。

画面通相達候間。、可被晶晶意義。

　こop申渡書をみる限り小笠原の帰属は大きな問題とはなっておらず，日本領である

ことを前提にした海防と開拓事業が主目的であったb

　小笠原島調査隊は軍

艦威臨丸に乗船し文久’

元年12月3日江戸を出

．帆，・12月19日父島へ上

陸（図1）。ヒ②時，父

島在住の外国人はアメ

リカ人ネサネルセイホ

レおよびイギリス人ジ

ヨージホート．ン，　ト｝

マスエッチウヘブが統

括する36人，家数19軒。

母島にはイギリス人シ

ユームシマウレがい

た。居住の外国人たち

に本島が日本領である

ことを宣し，三条を示’

図1　「酉十二月千九日初見小笠原下図」　宮本元道

　　．『小笠原島真景図』坤、第21丁裏～第22丁表

　　　　　ノ

しその厳守を約させて調査に取りかかった。周辺の測量，島内の地理や動植物・産物

の調査を実施し，数名の役人（小花作之助を長官とし，益田，松浪，松本，林，堀）

『を残して帰港した。産物調査の結果，所在が確認され，あるいは推定されたものとし

て金銀類，甘藤，芭蕉，株欄。その他，．植物については「是迄見分不仕奇草横木のみ

にて・雌召連候小野実直何分見分1ナ兼髄にitf，三又魁四魔・良材も赤有

之」とある。

　水野筑後守・服部帰一は文久2年3月，第1次予備調査を終えて帰府レ後余書を提t
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出した11）。

　この復命書では，初めに小笠原の領邑について触れている。、かねてから小笠原には

外国人が居住しているこ’とは知られていたので，この島の所属を確認することと，、居

住の外国入の処遇が問題だった’のである。この問題は地較的簡単に解決された。　’

　当時父島に在留した者の人数は36人，家数19軒であった。アメリカ人・ネサネルセ

イホレにこの度の嗣拓あ趣旨を説明して予見を聞いたとζろ7、かれらは「国命」を受

けて，やって来たわけではないという。島の取り締まり役である米国人歩イホレ，’『英

国人ジョージホートン，同ト」マスエッチクヘブにたいしてこの島は昔から日本領で

あることを説いたところ，、P・れらは以前力≦ら聞き知っていた様子で12）・それを承服し日

本が規則を立てるなら遵守するという向答を得た。そζで早速，懐柔策として用意し「

ていた品々を日本政府からの下賜といって与えた。その上で，小笠原内部にのみ通用

する為替相場を立て，土地については，，これまで開墾した分にづいては原則どしてこ

れまでどおりとし，「全島取締方規則書」「港則」等を渡し，・それに署名させた。母島

でも同島在留の英人シユームシマウレにないして同様に申渡し署名を得た。これで開

発に当たって懸念された小笠原の領土問題は解決された。

　ここで，小笠原の地理や地名，村名について報告し，．本論たる開発からもたらされ「

’る利点について言及する。．父島母島の他に人家は無いが，畑地にできそうな地所があ

ること，海には鯨力豊富なこと，鉱物資源，植物資瀕について報告する。在住の外国、

人はサツマイモ，トウモロコシ，タロイモなどを植えて食糧に充てているが，米麦等

も生育の可能性ありと報告している。

　，また，父島港湾は浦賀港や下田港よりは倍の広さがあり大船碇泊も可能であるとし

て，食料・石炭等を積廻しておき，渡来の外国船へ売渡したらどうかと進言。さらに

三智，鉱業，砂糖製造，木材の伐出し等によって，小笠原が潤うばかりでなく国の利

益にもなるだろうと開肇の利点を述べ，小野苓庵の調査にかかる「小筆原島草木取調

申上呂書付」（「草木押葉」帳を添付），．「小笠原島近海胸壁之儀に付勢上候書付」を提』

出したのである。　　　．　’　　　　、　　　　’

　小蜂の調査報告は小笠原開拓に当たって物産政策に資するもので，「鯨漁之儀」は小

，笠原近海でのアメリ々船による鯨漁の壁んな事を述べ，我が国が捕鯨器械を持たない

ために手をつけかね大利を外国人に付与しているあは遺憾至極で，何とかして鯨漁を

盛んにし拒い。それについては越後の百姓平野廉蔵のような鯨重々方有志の者を募り，

漁法はアメリカ人から習わせたらどうかと提言する。これには鯨漁稼方有志の者募集

の「御触案」「が添えられていた。この復命書の重点は小笠原の帰属問題よりも，小笠

原の振興策にあったことが読み取れよう。’

　この予備調査にもとつぎ，幕府は文久2年4月軍艦朝陽丸を徴し，入丈島で募集し

た移民と開拓資材を送り込んだ。こうして本格的な少笠原島津革事業が始まった9で

ある13）。
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　　3．小野苓庵（職懇）による小笠原諸島の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとよし　鳴記の文久元年小笠原予備調査に派遣された本草学者の一人が小野旧庵（職磐）14）で

ある・水野筑後守から「先前見分被遣候もの共言己録に、同島中薬草多く殊に人参は朝

鮮産に劣り不申趣も相見へ候儀に付、産物学等心掛け相応医術出来候もの先当分小笠

原島え差置候積を以、漢医蘭医壱人つ一・三越候は・右回之取調も行届，御菌益にも臨

調可申」ど漢方医蘭方医欝1名の派遣が要請され，漢方医および薬草その他産物の取

、調として小野苓庵が選ばれた6蘭方医については船中手狭で乗組の人数を減らさざる

を得ず，蕃書調所絵図調出役の宮本元道が「画学相応に出来」「三遷医術之儀も少々は

心得罷在候由」によろて，絵図引兼務として派遣されることになった（酉十月，水野

筑後守「伊豆国附島々補外え召連候1琴師之儀に付、申上候書付」）。こうして，小野苓

庵と宮本元道が小笠原島に派遣翫曄に徒事しながら鴫の産吹回に当だった

のである。

　小野旧庵は幕命により外1三奉行水野筑後守に従って文久元年12月19日小笠原島に上

陸し，同2年3月9日父島を離れるまでの八十余日間，小笠原諸島に滞在して島内の

動植物を調査した。調査を終えて帰着した七三の報告書は文久2年4月4日水野筑後

守・服部帰一を通して大和守た提出された15）。　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

　　　　　　小笠原島草木取調申上候書付，　　　　　　、　　　水野筑後守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部帰一
　　私共小笠原甥御開拓為御用罷即言にイ止小野旧庵え為取調同島草木押葉に仕、別

　　冊二本差上申候。依之此段申上候。以上。

　　　戌四月　　　　　　　　　　　　』　　”．　　　　v

提出された「小笠原島草木取調申上候書付」は所在不明だが，旧庵の小笠原島での

フィールドノートと考えられる『小笠原島物産録』’が残る16）。（図2）
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　本書の内容は原則として漢名を見出しに，・その下に和名，小笠原島での方言（英語

か）を記す。説明文の付されるものは少なく，ほとみどが．1行に1種の記述であ翫

なかに1ま図の付されるものも・あるが，これらの多くは名称が未詳のものである。本書

の形態が横本であること，．全体に加除の跡が多いことを考え合わせると，おそらく本

書は小笠原島における苓庵のフ4一ルドノートで，本書をもとに報告書がまとめられ

たと推定する。一例として，本書の初めの部分（第1丁表～第2丁表）を招介する。

　　　　　　　　t“
○桔梗ラン　蝶々草

○蜀醤キンヤ

○無患子』ムクノキ（「ノキ」は加筆）○スモールフレイフ

　編木（墨で抹消）’

○苦竹．（「苦」は墨で抹消）センタン　○ゼーザ

○指甲花ハマモッゴク　○ワイチ」ポーチ．

○タコノキ（「タコノキ」を「ユスノキ・」に訂正）蚊母樹ノ類．○ワイテ」ヲ・ル（「ワ

　イテ」ヲ・ル」の傍に「ゴーズペレイス」を加筆）　　　　　　　　　　　x　’”

○ヲ二三シリ’莞花一種此地、別ヲニハシリト名者アリ白ハ別物（「白ハ別物」は墨で抹消）－

一〇アスヒクサ（薄墨で加筆）

○両面ラン、

○抄罹　ヘコ華夷考

○狗脊　リウヒンタイ

○モクノキー名モクベンヶ1　0ペシー」フレース，（「フレー」を見回ちで「フ

　レ」に訂正）

　深山カシ　田村龍眼一種大葉者　P一スウン・

○インクルミ○マーレ・杏
　此木多海浜ニアり。実形胡桃ト異り、、然モ砕テ之ヲ上戸ハ胡桃ト異ナシ。故之レヲ名。

○天仙果　イヌヒバ　○スパイス」ラード

○珊珊ヤナキ楊ノ属○実名メリ・イン」ナーツ、木名タンマンナ

　漢名未詳（「葉三ヤナキ」を縦で抹消し、傍に「イキル」と加筆）ゴ

○無花果’Aイチ・ク　○ペーイケ

’○石皿．一種　セツタカツラ　○ダール」ホー

○同一種（薄墨で加筆）　’テウシカツラ

○大蓼　ムマノ八コボレ　’．　，　　　　　　　　　’　　　

○苦叢（見回ちで「職」に訂正〉一種大葉者○ダース」パレイ

○龍葵：イヌハウス・キ　○ポーローロー『

○アヲタケラン　漢名不祥　ボツークウイン

　・イソニカナ

Q龍門　ハタカで＼ウスキ

○杜仲一種　大葉小葉ノニ種／隔」に訂正）、○ライマント

ー11L
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○ニシキツタ

、○扶翼藤　ヅルァサキ（「扶芳藤　　　　1

　ル」と加筆）　○アイヤン

○エンサナ　形似毛耳菜無毛茸者漢名不定（ママ）、

○酸漿草　スツバクサ

○羅望子　ワニクチマメ’○マンプン」ウチド

　／獅ヒルカホ
○牽牛一種野草者葉形似杜衡者アフピアサカオ○フロブ

ツルマサキ」を縦線で抹消した上、傍に「イキ

　　（「野草者」は抹消。圏「琉球ヒルカホ」の「ホ」は「オ」の訂正。「アフピアサカホ」

　　は縦線で抹消）

本書には次のような文案がある℃

今般小笠原島為御用三越三三、御国益に相成候薬草木多三無之。旧地は至て暖地

にて椰樹靴墨黒雲自生有之、四時共に落葉三三事無三三異人申蘭三間、御回附に

相成候て後々御国益筋に相成妙薬草木、心得候身名前相誌差出申候。（第12丁目）

　ζれは植物界の記述とわずかに記録される魚介咳鉱物類との間に書かれており，報

告書の下書’きである。後述する正式の復命書にはこの文章に手を加えたものが付され

ている♂小笠原島は亜熱帯性の植物が自生しており樹木の貼薬を見ることがないほど

の暖地であるとして，繁殖をはかれば国益となるべき植物の名前を報告した（後に紹

介する「御三三相成三三草木目録」）のである。

　別冊としてこの報告書に添えられたのが『小笠原島草木押葉』・7）である。第1「冊巻末

には次の識語がある（原漢文）。』、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　小笠原島ハ八丈ノ東南百里外二在リ。其ノ地太暖ニシテ四時アルゴトナシ。是ヲ

　　以テ、草木ノ状、多ク内地所産ノモノニ異ル。唯ダ内地〒異ナルノミナラズ、亦

　　タ内地二三キ所ノモノ有り。辛酉十二月（平出）三二因リ、外国奉行水野筑後守

　　二従ヒ其々群舞リ1滞留ズルコト入三余巨。』三二山谷ヲ蹟渉ス。三三三三三木ア

　　レバ∴則チ厚葉ヲ採り、コレラ膳シテー百行十目品ヲ得ち即チ、一々其実iヲ質シ

　．テ以テ旧名ヲ標シ、或ハ諸夷人二訊ネ以テ夷弓ヲ質ズ。夷人ノ知ラザル所ノモノ

　　そ＼以テ後ノ識者ヲ侯ツ。但シ、艦三三温ニシテ又三三波涛ノ侵ス所ノ三日鶏壊．

　　スルモノ既』多キヲ憾トス。今、僅二七十六品ヲ存ス。乃チ三三シテニ本トナス。’

　　コノ後、其著増到ル者、能ク其ノ不足ヲ補ババ則チ可ナリ。　と

　　　　文久二年壬戌五月　小野職懇即今［白文方印］

甥舗は小笠原諸島で採集した珍し・・t直物の葉を持ち帰ったのである世一に持

ち込んだ葉は180余品だっfgが，艦内の高温と海波の飛沫をかぶ6たために多くが傷ん
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でしま．い，76品だけが残った。無事持ち帰るこ抑でき酷棄がこの押し難に騨

されたのである。三葉の脇に記される品名は鳥の外国人住民に三三しtv（得たもあであ

るという。．以下に収録される品名を列挙する（通し番号は筆者）。

　　，1．指甲花海浜所生／ハマモッコク’2．アップルツリイ島名3．紫珠ヤブムラサキ　4．橿木

　　一種5．天仙果イヌビワ　6．苓ジ・バリア．ホラシノブ大葉者8．懐椀属、　9．三三

　　樹一種、，10．マーレ・島名　11．同　12．山楯子クチナシ　13．ハナテウジ　14．革擁

　　属カーバイ島名1ち．ヨジシダi6！ニシキヅタ17．トベラモッコク18．未詳

　／19．ヤブダモ　20．ナスヒクサ　21．未詳　22．ヲニシダ　23．琉球アサカホ　24．同

　　25．タゴノキ　26．未詳’27．イワマスゲ　28．山縣樹陰地生者カンボク・29．エンザナ

　　30．杜茎山一種シマセン［Jヤウ　31．未詳132．杜仲一種マサキ’33　．トベラモッコク

　／」・葉者　34．ユノキ　35．アカメユス　36．タンマンナ臨（以上，第1冊）。

　　1云龍田イヌホウヅキ2．縮砂薬舗三冠伊豆縮三者3．イソスオウ　4．モクノキ　5．

　　□ロロノヲ島名　6．ナヲバ「一ナ同　7．コマノキ　8．蚊母樹ヒヨンノキ　9．ネヂスゲ

　　10．ペデヴラーシ　1’1．難腸菜一種タツナミサウ　12．蔓荊子ハマゴウ　13．イヤロー

　　ウヲード、指名　14．抜藝サルト！イバラ．15．ハズノハキリピンピン島名　16．指四花L陰

　　地生者ハマモッコク　17．未詳　18．龍葵ン・ダカホウヅキ　19．草野陵香ハギクサ　20．1・マ

　　ナデシコ　21．ワイルウェード22，同　23．費菜綾生者ヒメ判ン　24．未詳25．莞

　　花類　26．莞花一種円葉者　27．食茱萸ガラスノサンシヤウ　28．無患子ムクvジ　29．ツ

　　ボクサ　30．アホサギサウ31．イソニガナボックウヰン島名　32．槌葉樹・ムクエ

　　ノキ　33．蜀醤キンマ34．石長生ヌリバシサウ　35．石下テゥジカツラ　36．イワモモ

　　37．萌董ソクズ38．小石積テンノムメ39．胡頽グミ40．黄董キケマン’41．樟クス

　　・42．スワセパrクス津名一43．フサラン（以上，第2柵）。

　また，小野は帰着傍　3度に分けて小筆原での採集品を幕府に献上している18）。’

　　　　威臨丸帰船之上・左之品々iWi上二成ル。

一一 Eベコ　　　　　武本　　1　　　一　キャベツ　　．　壱本

一t
pーム』@　’壱本　・　　　　一　海岸石・　　．一壱ツ

ーハインア’7．プルス実　　　，　　一．ラウワラ実蘭名ワートルホーム

ー　鉱石類　　　　　・　　　　　一『一　カランフシヤ÷ル貝下冷

邑南島四恩ノコギリ・　　一石台儲木　＃種
　ヘゴ　キャベツ　パーム　ハイソアップルス　ラウワラ

右男呼堺町腿与　　　　　　　＿・
　戌四月

＿菊名右　’三ソ　」・欄　　老本
一艶出t．・壱本・、∫－一雨撫　　・壱ツ

　　　　　：　’　’＝m・13一．　）x

　　　　　　　　　　’　’　”　i



　　右回通、四月三四H上ル。

　　一　蘭巨石．　　　　拾七　　　　　　一一ノ株椙　　　　　　　壱本

　　右之通、四月七六日上ル』　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　苓庵はこれら膳葉帳と採集品のほか，翌5月になって滞在中に父島に植え付けた草

木，および今後植え付けるべき植物の目録を提出した。これば文久2年6月12日付で」

水野筑後守・服部帰一の連名で上申された19）。　　　　　．　　　　　　’

小野旧庵ヨリ差出候小笠原島植付弓取調書之義二回申上回書付　　　永野筑後守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、月艮音βグ希一

今般私共え差添小笠原島え被差遣候小野旧庵より、沼地植付品、別紙四通取調差出候

間、一覧仕候処、書面之趣可然相聞候に付、其侭差上申イ臨依之、別紙弐通相添’此

段申上候。以上

　戌五月

　　　　覚　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt

　　書画箪木類御植付相成候開衿被取計候事。「　　　　　．一　　　1　　・，

　別紙

　　　回申上候覚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄合医師「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平畝惣領．L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野旧庵

私儀・今年小笠原島え為御用罷越候処・御国三筋に相成傑薬草三等、多分は無三三三

共、元来至而暖地に三四三共に格別気候三三三無三三、在留之異人回申聞候問、御植

付に相成、後々御国三筋に三相成薬草木井雑木類、別紙目録に相認差上申イ臨以上。

　　戌五月　　　　・　　　　　　　　　’　　　、　　’　　　小野旧庵

　　　　御植付相成早薬草木目録

棋榔　　官界　　巴豆，龍眼　　丁香　　縮砂、雀香　　麻黄　　木香　　平野・

杜仲胡椒ttS三白三冠三冠呉茱萸延古后累蘇苓
　　　　戸井聖母

右回外、橘四竹三三植付相成候様奉存候。以上。

t五月　　　　　　　　　　　　　、　　　　　・　　　、．　　小野旧庵

　黒黒は「御国益筋二相神馬薬草木等，多分は無之候得共」と断りながら，）ここにみ

られるような薬種を中心とした植物21品を植え付けたほか，乍後に椥国益筋に三相成薬

草木井雑木類」として橘類や竹類を植え付けたらどうかと提言しているg’ ｱの提言は
後に峰原島に派遣された阿部締たちの植下け品目に生かされる・一、一・1一．．t、

　　　　　　　　　　　　　　　　一14一



4．宮本元道による記録

　宮本元道20）は絵図引き．兼蘭方医師として派遣され，小笠原島の記録を残した。宮本元

道（文政＄年（1824）～？）は戸田采女正家来（大垣藩士）。安政6年10月から蕃書調所

絵図調三役として出仕した・，絵図引き兼蘭方医師として派遣された元道は，小野旧庵

とともに威乙丸での小笠原島予備調査に携わり，苓庵ど共に帰ってきている。元道が

派遣されるにいたった経緯は以下の史料に詳しい21），‘

　　伊豆国附島々其剰え被差遣候に付、召連候医師井絵図引之三相伺候書付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野筑後守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部帰一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田采女正家来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗伴養子

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　蕃書調所絵図調三役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本元道
此度伊豆国里島々其外え被差遣候に付、漢蘭医師両人召連罷越度旨、最前筑後守

より相組置候処、船中手狭に付乗組人数致減少候に付而は蘭家之方は書面元道儀

画学相応に出来、殊に同人相引野趣、大久保越中守古賀謹一郎申上、．且蘭医術之

儀も少々は心得罷在候由に付、絵図引労右之もの連越母様可仕、漢家医師之方は

医業は勿論本草学出来候もの召連、路地薬草制外取調も耳蝉候間、元道之方は大

久保越中守古賀謹一郎え被導爆可管下候依之同人共申上候書面進上、此段奉伺

候。以上’

　　酉十一月

　元道op本務は絵図記録係であっにから，小笠原諸島を絵図として記摩した22）。父宗伴

によって書き留められた元道の小笠原諸島での見聞寮『宮本宗伴無人島紀行』23）であ

る。本書の内題は「無人島行略記文久元年辛酉十二月水野筑後守殿二二添発船、二年壬戌三月帰府」で，’

内題の前に「大垣藩宮本宗伴男元道無人島え罷越、先達而帰国説話　父宗伴書記之写

し」とされている。巻末には，「無人島ノ産ノ図」としてタコノ木，ワ三グチモダマ，

名称不詳木の3種の図がある。本書たは威臨丸で！7）慣れぬ航海の苦労のほか，’小笠原

島へ上陸してからの様子が簡潔に記されている。産物に関する記述ぽ以下の如し。．

（父島の）産物はサツマイモ第一、カウライキビ、芋竹琴。海雀は沢山。，其中シヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママガクボ、第一之食料。鶏も相応具養置薬処、日本人百余人上竪追々買尽す。難

島に野羊大分繁生三三。草木は系ユロ三三。已松竹三無之。シ土ロ、大なる者、．

二抱十五間も有之。椰子も有之。風梨も有之。龍眼も少々有高砂糖自然生三

者、中の竹の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　』　，
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（母島の）産物、父島に回し，此処、’ ﾆ野二繁茂し。牙あって猪之如し。犬をかけ．

鎗にて刺す。鮫か浜と名付、鮫沢山浅水え来り、モリにて捕ること易し。

両島共、蠕蟷大さ三尺許、沢山に居。已にr三生ながら持帰り．’献上に相成候・

（中略）朝克・蕃楓数年不樫々～之回議も冬を経喋不落母島はコウラヒキ

ビ、二月六尺位に繁茂。両島共、山水瀧も有之。水に塩気有之。井水は火酒に近

きか、暖なり。’

5．栗田万次郎と井口栄春’

小野性急宮本尭道に次いで派遣されたのが栗田万次郎24）’と井口栄春25）である。この

二名はさきに威臨丸焼狭のため乗り組み員を極力減らさなければならず，見送られて

いたのである。和泉岸和田藩主岡部筑前守長皓の侍医・井口栄春については下記め書1

きイ寸けカご残る26）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三部筑前守医師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井，n栄春
　　右は今般小笠原回雪開拓に付、同島へ医師差置度候処・相応之者も無之不間・尚

　　御船御仕出じ之拗、被差遣候様仕度心得之処、書面栄春儀は先般筑後守召連れ威

　　臨丸御船へ為乗組回申積にて、右御船手狭にて難為乗組、朝陽丸御舶へ為乗組罷

　　越階儀に御座イ臨然る処、同入義医術も相応に出来、．人物も宜敷候間、当分小笠

　　原島へ三三三段、在島支配向三者より申越レ候。依之此段申上候・以上。

　　　戌四月　　　　　』．　「　　　　　tt　　　．水野筑後守，
　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　・　　　　　大久保越中守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部　帰一　　’・

！9の文書にほ「外国掛大州御目イ寸承之」・「一覧鱒朗月「概定奉行／同

　吟味役」とあり1この申し出は承認されたゼ

　　栗田三次郎については，’下記の書き付けがある27）。．、

三者守三三家来栗田万次郎儀御三三（平出）．仰付、伊豆回附島々井小笠原島へ為，

御用、外国三奉行水野筑後守旧・御目付服部帰一様三三御越候三口三訂候問、其

段可申渡旨、昨夕御家来之者被召呼被三三三三、回書守三三在坂中に付、御三知

之上御礼議糟粕繭心得可然御麟哉、調号御内騨伺・野州へ申上
貫、此段奉伺候。以上。’

（文挿管）＋一肘皐『　，　．松平伯欝様脚継
　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沢村又七郎
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　この結果，伯書守松平宗秀は栗田万次郎の小笠原島派遣を三二し，文久元年12月に、

は小笠原に派遣される筈だった。

　とテして井口栄春と栗田万次郎の両名は，辛久元年12月予備調査に派遣される予定

であったが，威臨丸が手狭なために次の便船を待って待機していたあである。両名ば

上記のごとき経緯：から文久2年2月朝陽丸に乗船，3月17日小笠原島に到着した。

　栗田万次郎は3月17日以来小笠原島にあって産物調査に当たっていたが，、およそ3

ヵ月後，次のような三三願を提出し6月15日平野船に乗船し：て帰回してしまった・そ

回書には次めような小笠原三州三三に？いての回書が付されていた28）・　・

　　　　口上覚　　　　　　　　　　　　　　　tt　　’．．栗甲万次郎

私儀k当三月着帯以来別紙四通草木類某三共取調三三当島中御国三相成三門之

品類絶而無事義と奉存候。就而は私儀、過分之御手並等頂戴仕、さしたる目当も

無期、便々御用中之積に而在島南頭候義、何糞奉恐入候。尤、当島論義は御内地

と違ひ気候多暖に而春夏之二候画引之地方に御座加計ぐ二三ケ月も在留向島幽幽

は大略職分申候。此上在留仕如何様取調胚軸、別段発見之品柄も前之義と島台候。

右に位向後便鰍第早婦府御イ寸候様仕強面韓之此段輔候以」：・

　　戌六月

　　　小笠原島草木其外之義に付申上候書付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田万次郎
私儀、三三月着旧以来小釜原島所産三三三三段々取調三三、延宝三井ペルリ日本

紀行に有之候横言、白檀、三国来、三木、其他御有益相成三三之木草は絶三無之。

且又、金石類取調は未熟に御座候得共、大略相考古処、是給油利用に相立前品類

も無之様奉存イ臨既に威臨丸御船御乗組途中、’ 蝸ｪ草木金石類癌探索も有之応命．

に候得共、猶又質念精々当島に而已所産致し、御内地に無津草木は心葉仕置申候。

其外国内地同様之分井同種に而少々相異り候分は別紙相認奉入御歩幅5此上、草

木金石類段々推考仕候処、tt御国益相成候程之品物は絶而無之様奉山鼠・依之此段

奉申上磯。以上。

　　戌六月

、　　　覚書

　異産銅分
の椰樹○ベン〉・一ム艮醗蕉○鬼心○ラ岬一三タ・ノ木○トマナ木○マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パインアツプル
リ一木○ハウ木即ハマキリttOプツリンウードO鳳梨○浜なた豆○シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポシス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レモヒン
ユガキーン汐コノ木ノ蔓性ノモノ○ウ）Jv木母島r多シ○飯山○檸檬○
レツトルウン　　　　　　　　　　　　　ジ

’，榿　　○ハマ絢杞

此外不審もの五種　　　　．　”　　　　，　　　・　　．、　．．

　和産に少しく異り寒期

　　　　　　　　　　　　　　　一17一



　　右記通り御座候。

　票田が三三を願った理由は，小笠原は

「二三ケ月も在留罷在三三は大略三分申

候。此上在留仕如何様取調三共、別段発

見之品柄も無言義と奉油漉」というもの

であρた6、ミカ月にわたる小笠原産物め

調査の結果，有益な草木は絶無であり，

鉱物類についても未熟につ，き確たること

　　　　　　　　　　　　　　　しはいえないが利用できそうなものは無い

と断じている。すでに威臨丸乗組員（小

野旧庵のことだろう〉が，大略草木金石

類を御探索済みと聞いているが，念のた

め「実話に而已所産致し御内地に無採草，

木」は「二葉」にして差し上げるという

（この押し葉の所在は不明である）。この

ほか，上引のように植物と動物に分けて，

植物に》？いてはさらに「異産之分」「和産

に少しく異り候分」「和産に乏き分」とし

て報告した。この目録を検討してもやは

り国益となるべきものほないと報告した

　　　　　　　　　　　　　ヲニヲン○二二ち○甘薯　○以北、○葱一〇大蒜　○南瓜○パマヒルガホ　○玉蜀黍
○トベラ○蔓轍○ウバ幼シ○書生龍葵○蘇大葉白華○餐タケ董五種

○山楯子○響○天瓜・○罫描○礁Ol鐸面○主脚○西．
瓜　○胡瓜　○甜瓜　○バクラン　○シダ　○芭蕉℃無花菓　○タマラン　○

キ・ヨーヲン　○木穂子樹　○白丁

「和産に同き分・

○菜　○大根　○酸漿草　○チ・草　層○齊’○チトリ草　○三三　○馬歯苑「／○

．ツルナつ翻嵌繰○蜜鍵○松葉蘭○ナキランつ鋳農○
野シバ　○山スゲlC昊星程　○書積　○三三藷　○三種　○冬葵　○椿＿種

○ムクエノ木○ノ＼ナヤスリ・○冬青○鞍6ソクヅ○籍二〇三巴響

○鰍孫眼○蚊耽。9騨○ナン六ンキセル○ス響クサQ舳○灘一
種　○モッコク　Q紫菜荊一〇プシタ　○榎　○岩ヒバ

　山鳥之部

○野羊　○猫　○田犬　○大編蟷　○豚　○三三　○水回　○鹿　○蟹峯螢　d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリケン鴎　○雁℃白鷺10鶯　○白頭鳥　○鶏　○大ルリ鳥　○千鳥’○洋弓　○鷹

○前審之小鳥母島に居てメシロに似て頬辺翼端黒色なり　○ブベ鷺ee　eご似て下毛黒褐色能く海中に入
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図3　小花作之助『小笠原風凪土略記』

　　，巻末識語（註56参照）
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のである。

　小花作之助は『小笠原島風土略記』（図3）で栗田の報告を「全島固有の草木類，内・

地と異動」として引用した上で，’「其一跨の形を岡部筑前守の医e市にて一時渡島せし井

口栄春といふもの図写して持渡れり。委敷は此者に因て草木の形状花実を問ふへじ」29）

としている。残念ながら栄春の調李記録および写生図30）の所在は不明で，その内容も知

られない。，

　この子備調査にもとづき翌文久2年6月軍艦朝陽丸を徴し，八丈島で募果した移民

と開拓資材を送り込んだ。こうして本格的な小笠原島開拓事業が始ま、るのである・

　父島に役人が居住し，いよいよ入学島より移民団を移住させる準備が整ったが，初

めかち島に医師を詰めさせるととは予定どおりにいかなかった。第一次予備調査には

艦船が狭いため予定どおりめ医師を連れて行1ナず，そり後，朝陽丸で渡航してきた栗

田万次郎は願いを出して早々帰国してしまったし，井口栄春は最初から暫時の権宜（兼

官）としてめ派遣であったので，船便があり次第，交代の者を派遣する必要があった。1一

三三栄春の交代として採用されたあが阿部櫟斎である。櫟斎が採用された理由は「年

配も有之、療治三者且本草等をも深く相心得、医学館鑑定御用をも三三居候者に付」

と，医療経験と，とりわけ本草学に精通していたことにある。櫟斎には本草学者とし

ての役割が期待されたのである。水野筑後守・服部帰一はさらに，「病気之儀は季候地

際に関係」するので，小笠原島のように「赤道に偏り候土地おみて療養方修業幸崎は・

医学相ひらけ候一端にも可聴成」として，櫟斎のほかに西洋医学所牟ら両三輩を移民

の治療と修業を兼ねて派遣するこζを要請し，西洋医学所の伊藤長春院・林洞海にそ∫

の人選を依頼したが，これは実現しなかった。

6．阿部櫟斎と天保8年の無人島（小笠原島）渡航計画

，阿部櫟斎31）は享保期の採薬使阿部星野照任を’曽祖父にもち，その子孫であることを

常に強’く意識しており，小笠原についても殖産政策に寄与す球く早くから注目してい

た。天保10年（1839）に起ったいわゆる胡桃の獄に際して，櫟斎は無人島渡航計画に

関係して取り調べをうけている。無人島渡島計画とぽ常州鳥栖村の無量寿寺住職順

宜・順道父子が許可も得ず無人島に渡航して，同島た寄港する異国船を通じて外国の

事情を探索しようど企て，同意の者を集めて種々相談におよんだといつものである。

参画者は順宜あ江戸で常宿どしていた余事宿山口屋彦兵衛（金次郎）・元三‡斎藤次郎

兵衛，水戸領内郷士大内五右衛門（清右衛門），印篭蒔絵師山崎金三郎（秀三郎）ちで，’

使番松平伊勢守，田原藩士渡辺畢山も関与した形跡があるというものであった。無人

島渡海町鳶は首唱者臣下の供述書によれば，次のようなもめであった32）。

（前略）無人島には奇石三三多く有之趣承伝、両三年以前より存立、三島へ渡海
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之上木三三石弓三等取回は・、格別利徳に三相成と一図に存三二得共、不容易義

且地理等も不弁、折々寺用た付出府の節々、蘭学者又は山師に出会、存意申述候、

処、同意の者追々出来候。

　南町奉行筒井伊賀守が櫟畜と花井虎一に尋問したなかに次の記事がある33）。友進は

櫟斎，虎rは花井虎一，サは尋問者筒井伊賀守のごとである。

　　（前略）次に友進に向で曰く、其方蘭学医者なる欺。曰く、左に候。初は某に従

　　織し、後に幡崎鼎に従ひ、漸く通読に止り、翻訳等出来ず。尤も平生本草は好み

　　居候。サ問て曰く、去る酉年春、、．1其方宅にて無人島の咄琢たるよしs如億曰く、

　　然りp毎月三日φ日拙宅二日なり。一サ曰く、所謂物産会凱曰く、．然り。丹日は

　　失念レたれども、三二嚇胡椒を植ゆる話捌しゆへ私の説には泊本にて1ま．

　　弓丈島欺曳又は西に近く琉球など風土宜敷からんと述たる時、虎一は入丈より先

　　き二百里に無人島あり。極暑の地にて、胡椒に宜しき三三なしと、、喋々弁論した

　　り34）。．三時金次郎、秀三郎等も居合、旧説を承りたる事相違なし。サ虎一に著て曰

　　く、左に候哉。答て曰く、私実に話はしたれども、発言は私にあらず、他の人な

　　り，点訳曰く・右秀三鼠金次郎の両三は・面あたり虎一よ旧き記者なれ嫉

　　何よりの証人、御尋あらば分明ならん。

　この事件で，櫟斎は次のようttに「押込」’を申し渡された。事件の真相理解のため，

花井虎一でへの申渡しも掲げておく35）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高家

　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　A．JII上総介家来

　　　　　　　・　・　　、．　　　　　　　．　　　　医師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部友進

其方儀、・花井二丁一一一’・金次郎より物産三儀を談候より無人島話に移り、開発致し候

は・御益に、も相成、先祖阿部友之進家名再興二二にも可罰成と存、渡海致：し度段、

彼是咄合候儀有広右噸相済條上Z・M＃e・而密々灘等轍ひ得に撫之候へ

共、金次郎儀無人島之絵図持参候節、出所も不取調同人頼に任せ写し遣し、又は

御普請役大塚清右衛門兄大塚庵金子に差支候間、所持之鉄炮其外相頼、金子調達

致藩候様申聞、町人に而鉄炮質に取又は所持致し傑憐は三三処・金次郎へ相頼・

金子滞候節は相流し候対談に㎡金子借二選二段、不坪に付押込申付る　t

御小人三

三珀勝太郎組

　　御納戸口番．

　　　　花井虎一
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其方儀、去々酋年十月頃高家今川上総介家来医師阿部友良心へ参候箪、金次郎に

出会知人に相成、無人島渡海黄濁致し、友進も罷越薬草植付点頭致し度出血聞・

同志之者に候処、・其段は勿論、同人名前も不申立罷在、渡海之儀願立に不及・船

等之手当出来次第出帆いたし度旨、斎藤次郎兵衛申座面を雑談と存候漣承り置・

友進順宜は即興之上に無類候而は難成心得にて、金次郎秀三郎心底は一定不致候

　　処、向様申合候旨直立、無人島に異国船懸ワ居候哉、渡海中漂流奏し外国へ参り㌧．

　　候銭、浦賀洋中に而諸国廻船之妨致し候而は差支候由、又は金花山之辺へ乱国船
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムシ　　罷在、右見物出来論理ぽ金次郎秀三郎渡辺登等歌才顕爵申立・右は何れも推考迄

　　之雑談に可有之候へ共、励磁儀に目処、其事之実否糺方も不致聞捨置｝今般に至

　　り治定之趣に申立、其上金次郎より絵図取戻に差越、又は次郎兵衛儀五月節句後

　　順宜方へ参り直談致し候由に付、船手当出来次第出帆可動、左候はy順卑より一順

　　道へ申通し、金次郎秀三郎も一同之申合に有之と推量致し、五月六月は渡海時節

　　に付出帆可致、大内五右衛門と順宜同志に而所持之船に武器嘉吉等を入・渡海之

　　痢意致専横候旨相違引導申立、探索之為とは申、最：初より其筋へも不申立・右体

　　不届之儀相企候者共と出会対話致し、又は願も不致秀三郎一同旅行恋し候始末、

　　軽くも御扶持被下候者之身分に有之間敷儀不届に付、重追放可申付処、発起以前「

　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　及密訴候に付、身分は是迄之通居士御仕置宥恕申付る。（下線は筆者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建

　とのころ櫟斎は自宅ぞ「毎月三日の日」を油日とする物産研究会を催していブこ。「去

る酉年春」すなわち末々8年春の櫟立証での物産会で，胡椒の話が出た。その時，，櫟

斎は「日本にては弓丈島欺、’文は西に近く琉球など風土宜敷からん」と述べた・これ，

一にたいして花井虎一は「入丈より短き二百里に無人島あり。極暑の地にて、胡椒に宜

しき事寮なしと、唾々弁論した」という。金次郎，秀三郎もこの場に居合せ，直税を

聞いていたという。1順宜は「無人鼻には奇石出題多く有乏趣承伝」え・渡島の上それ

らによって大儲けを企み，寺用で出府の節々「蘭学者又は山師に出会」い，計画を話

すうちに遍々賛同者ができていったと述Nていた6無人島に面木異草が多いことはそ

れまで石入島漂流から帰還した者たちからの情報が蓄積されており，こうした情報が

ゑれらの間に伝わるま「でになつ》でレ・たのである。順宜は渡航計画にあたり江戸の識者

の力を借りようとした。その識者の中に櫟斎がいたのである。このような事晴であっ，

ても一味と関係をもったため，櫟斎は上記の罪妹によ？て戯せられたのであった。

　　しかし，櫟斎自身この計画にかなり積極的な様子で，単に巻き添えになったといつ

わけでもなさそうである。虎一べの申渡しに「友進も（無人島へ）罷越薬草植付方等

致し度旨申聞」とあり，櫟斎への申渡しには「無人島話に移りく欄発致し候ば・御益

にも相成、先祖阿部友之進家名再興之為にも可相成と存、渡海致し度段・彼犀咄合候

儀有之」とあっ牟♂ただ，「友進順宜は願済之上に無之候而は難成心得にて」どあり，

この無人島渡海計画を願い出て許可を受けた上で実行するつもワであったという6．、事

実，順宜は水戸藩に無人島渡海の内願書を提出したが「公儀にて思召、も有之島故・水

戸殿より申立は難相劇と却下され訟儀に願書を出すべく奔紳であっ1・・この点
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‘で賛同者の間には不一致がみられ・金珠郎と秀三郎グ5月6日に渡海する予定で船を

用意し，’ 衰岺e米等を運び入れて出帆の準備にかかっていたところを，花井虎山の密

告によって暴露してしまったあであった。，この事件は鳥居三蔵による政治疑獄事件で，

花井虎一はその手先として無人島渡海計画一味に紛れ込んで事情を擦ったうえで密告

’したと考えられている36）。なお，櫟斎へめ申渡し書で，櫟斎の身分が「高家今川上総介

家来医師　阿部友進」・とあるのは櫟斎に関する新事実として注目される。なお，天保

13年に刊行された東條琴台著『増訂伊豆七島全図』3’7）で，櫟斎は門人として校定にあた

層っている。「押込」に遭っているにもかかわらず，櫟斎の伊豆七島と小笠原島ぺの志は

続いていたものとみえる。

　櫟斎は筒井伊賀守の尋問にたいして「先祖阿部友之進家名再興三三にも可相成と．存、

渡三脚：し度」と答えている。潔斎1ま曽祖父三三を誇ちしく慕い，無人島開拓を成功さ

せることによって，先祖阿部照任、（将翁・友之進）以来の本草学者としての家名を再

興したいとの願いは櫟斎の本心で：あったろう。櫟斎が先人将翁をいかに誇り，その学

を継承したいと願ったかは，『又新堂随筆』38）の軍畑に「予幸に祖翁之遺業を細し先君

．三教に頼り負担之勤労を免かれ、旅を負て御国に耕レ、花を植へ芳を養潤て身を立て

名を掲げ土宇広開く」と書き，また幾つかの著書に「将翁二世之孫阿部喜任」と署名

し、あるいは「三三三世之孫」の印を用いていることからも知られよう39）。

　天保8年春の櫟斎宅での物産会で胡椒の話が出た時，’櫟斎は「日本にては弓丈三歎、

又は西に近く琉球など風土宜敷々らん」と小笠原島と同樺；琉球にも目を向けていた・

櫟斎は蝦夷にも注目しており，安政3年には『蝦夷行程記』40）（版心に1ま「北海道中記」

と刷られる）巻上下2冊を刊行している。本書の櫟斎序にいう，

　　こ＼　　　　　　　　　　　　　てるとふ　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え

　　這の行程記は、家祖照任の手使採薬行記を規本として、北海随筆、章段考証、野
　　ぞ
　　作雑記、遭厄日本紀事、奉使紀行、・夷談俗語、東夷輝々夜話、赤紫風説考、不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろむ　　光記、廻国分界勘考、／銅巨鯨禄、蝦夷志弘の蝦夷路程便覧、鈴木益堂の蝦夷旧＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かっきやう
　　聞、高橋因の地球全図、藤田惇斎の蝦夷闊境全図等によりて、纂録せるものにし

　　て、所謂文園の一斑なり。予も』また異日普くこの地を経渉し、其天度を測量して、
　　せんこ　　　　　　　　　　　　　　こひねが

　　舛誤を糾正せんこ、とを翼ふと洋舞

　本書は「家祖照任の三使採薬行記く『採薬旧記』のごとか）を規本として」，関連諸

書を参考にしながら編集したものであった。’校正には松浦武四郎があたっている。櫟

斎自身は蝦夷に行った経験がなかったが37），いっか1ヰ蝦夷を調査することを願って本

書を編集したと思われる41）。

7．阿部櫟斎の少憩原島調査ど殖産事業

かねてから曽祖父の本草学の業績を継ぎ家名再興を願い，無人島（小笠原：島）や琉’
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球鍛夷に注目してきた櫟斎にどって，この動小笠原開拓の事業は9さに願っても

ない機会であった。
　三部櫟斎の小笠M（島派遣医師採用伺い（文久2年5月）は次のようなものであっ

た42）。　．　　　　層　　　　二

　　　　　　小笠原島え差遣候医師之儀に四相伺候書付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野筑後守
　　　　　　　　　　「　　　　　　　　・　　　『　　　　　　　・．　　　服部帰一L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部将翁

　　小笠原蜘開拓相幽静其外相謝咲に付医師差置可申処最初筑後割下洞船
　　罷越面諭は無拠次第も有之差置兼、其後朝陽丸え乗組罷越候岡部筑前守医師井口

　層栄春事は御雇被仰付会得共、暫時権宜之取計に而・船便次第何れにも当坤より交代／t

　　之者早々寸心遣候積上藩候処、書面将正儀は年配も有之、療治功者且本草等をも

　　深く相心得、医学館鐘定御用をも相勤居候者に付43）、今般御雇被仰付、支配向一同

　　一ケ年交代之積を以差遣細面仕度温存候。一体同島御開拓方に付而は追々申甲骨

　　通、鯨漁稼ぽ勿論、土地潤沢繁栄いたし、入港二二舶鯨二相成空様御手続御座候

　　より外無之瞬間、石炭置場御取設、欠乏品御売渡二等、夫是見込野趣は申上候通

　　御座候。、乍去、猶勘弁仕候処、同所は太平海中之＝孤島に而東は三二島、西はピ

　　リビアン諸島之中間e三相当り、右洋中品送信候隠々病人等有之、右等島々迄里程

　　相隔り居候節は無拠同所え差置候事と相見、当時在留罷在候もの之申、ネサネル

　　セイホレを除候外は悉く各国軍艦鯨漁船等之水夫に而病気養生之teめ上陸いた

　・し、其侭居画論ものに有之、．一体山高船中に罷在気節は空気流通不宜、自然病気

　　を生し候ものに而殊に血温等は本土を去喉磯年となく海上に漂泊いたし

　　居候職業にも御座幽間、乖御病人も出来二二有之に付、医師御遣し相成居候得は

　　詰合役々移民共、手当のみに無之、・各国船舶乗組之もの病気養生のため上陸一斗

　　溢者迄、療養油凪山事と相屈指は・、随而入港之船舶も数多に相成、土地祭栄之

　　基面柏成は勿論、同所御開臨御手初に外国人御野芝之御趣意r統に附いたき候

　　は・兼而同所之儀に付、領属之訳柄等彼是申出候英国に市も右門門仁之御恵愛に

　　感服仕、別段異論等も有之三三哉、将病気之儀は季候地豚に関係仕候事有之、同

　　所之如く赤道に偏り候土地おみて療養方修業三三ぽ・医学相ひらけ候一端にも可

　　相成、三三右様御手三相成三方三三哉三三候。右回三三思召候は＼前書三三之

　　外、猶西洋医学所より両三三修業三三差遣候様仕度、其段戸塚静海大槻俊斎え被

　　三三入物被調申阿哲様仕度奉存イ唯依之此段奉伺候以上　　　　　1

　　　戌五月　．

　こうして阿部櫟斎は井ロ栄春の後任として採用され，幕府軍艦朝陽丸に乗り組み文・

久2年6月18日江戸の繰練所を出帆した。三戸出港から翌文久3年5月11日横浜へ帰

　　　　．　．　一23一



／

着するまでの間0）経緯は櫟斎の日記・『豆嗅行記』44）に詳しい。

　朝陽丸1ま出港まもなく・，浦賀に停泊した’。麻疹の流行のため，乗組員のなかにも麻

疹に罹る者が出たためである。出港待ちの6月20日の日記には，海がひどく荒れれば

　「植物ハ海上ぺ投ネルノ勢ナリ」ζ教えられ，そんなことになるのな’らば「入丈へ陸

上ケシテ、植ル方便利ナリ」と書き付けている。・実際，毒茸島に植え付けられた植物

も多くあった。21日には幕府の三山文庫から借用してきた『東印度草木図説』（ブリ’ユ

メ著導1835年，2冊！を取り出して勉強している。29日にはcJ；笠原から三三途中の

・幕府の雇船「平野廉i蔵鯨猟船上乗ニテ｝藤本順助入来。栗田万二郎二合シ」と前任者

の畑万次郎と会ってv“．る630日に繁「小筆原島ノ芭蕉ノ実ヲ食フ」の言己事力s’みえる・

これは同日の日記に「藤本塑助、万二郎入来⊥とあるから，栗田か藤本力）一ら入手しtg：

ものであろう6・．7月2日・「万二郎、蘭書ヲ書抜ク」とあり，栗田万次郎が蘭書の書き

抜きをしている様子もみえる。出港待ちの間は，7白「由比ト田辺トへ建白ト家書ヲ

出ス」Eユ0日「江戸薬品ノ儀二付＼仕立飛脚ヲ出ス金五両渡ス」デ13日「建白ヲ章ス」

など小笠原行の準備多忙ながらも，また落ち着いた様子がみえる。7，月20日浦賀出帆。

同21日には入寮島に着岸，1上陸し大賀郷御陣屋に到着。櫟斎の八丈島での活動は帰国

後の「褒美願」で次のように記される45）。，

　　右冠者儀、去夏支配調役田中廉太郎八丈島に而移民出稼人相撰小笠原島え連三三

　　節召連罷越出処、’其頃痂疹井玄室病質行之折柄、．別段骨折医療いたし、且入寮島

　　に一ケ月肇屯・元来医師鼻聾土地にイま年来囎脚病療治願出候も取々施

　　追いたし遣し、其後小笠原島え相渡（下略）

　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　医師として当時流行して吟た麻疹の治療に，あるいは島民OP「年来煩居候諸病」の

治療にあたった6菊池作次郎の控『小笠原島御開拓に付御用私用留』46）には一行の浦賀

出帆から入丈島を発つまでの動向が書き留められ一でい乱浦賀でははしかが流行して

おり乗組員のな牟にもこれに罹る者タ多く，およそ1カ月の間出帆を見合わせたので

ある。入丈島でも同様の流行病の治療のたあ，ここでも1ヵ月ほど出帆を見合わせたb

この間，櫟斎は治療に多忙であった。

　入丈島では流行病の治療に忙殺されるなか，上陸するとすぐに島の自然についての

観察を行ってい．る。をの観察記録は『入魂本章』47）とレて残る。本書にほ八丈島の植物

14種が薬効「とともに言己録きれる。『八丈本草』め内容は以下である。（振り仮名は適宜

略した）

塵延喜式　甘草48）神宝本草経に出る。上品の薬なり。味甘く、性平かにし

　て毒なし。五臓六騎の邪気寒熱を去る。中を温める。毒をげし、偉才を通し、
　セ　キ
　咳漱をとさむ。・

　文久二年戌の六月廿ξ日に大賀郷の御陣屋、；根を植付たり。後年、必ず有用

　をなすに至らん。、：　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　一．．一

一24一



E亜≡］万葉集　1をけら和名抄

　じゅつ

翻惟矯野にレ即し風縮r去り’食ttZ’　e　？va　IS　L　．　，．．

「囲鈷だ艦．　．
　やふしら・み江戸　牛膝

本緯品の薬なり．味ひ苦く酸侮なし．手足のしび松ひきつるに妙なり．

　血気を追ひ、細入の月水を通す。

はまぼ単ぼたんにんじん防葵三品’ B．　・・　は．
　味辛ぐぐ甘みあり。苦く毒なレ。痂気によし。款逆を治し、小腹の支所をいや
　　　　　わか
　す。葉の輝きとき、煮て食ふべし。
　　　　　　　　　　　　はくもんとう，たつのひげ　りうのひげ　麦門冬本経上島．
　　　　　　　　　　　　　やすつかれ　　　　　　　　　　　　　ド　　　いきエれ　
　味甘、承平にして毒なし。巌痩たるをいやすべし。’短気、口の乾くを止め、陰

　分を強くす。根に生ずる，玉をとり、乾かして薬とす。

おほはこのみ「車前子

　実をとη薬とす。味甘く塩く、性理にして毒なし。小便を通し、三分をつよく

　す。目の赤きをいやす。

　葉豊根、味甘く、性かんにして毒なし。はなぢ、下血をいやす。婦人の難産を．

　治すべし。”妊娠のもの、葉を採り、ゆひきて食ふべし。
　　　　　　　　　　　　じよよ
E魎］やまのいも　薯積
　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　根をと、撫っ乾なし、て薬とす・中を補い気力をまし・腰の痛をとぐむ・三分を強

　くす・煩熱慧く…　　　，

圃石角斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しひれ　葉と茎をとりて薬とす。味ひ甘く1性平かにして毒なし。痺を喚やし、E臓を
　　　　　　　　　　　　　あしひさ　しひれ
　補ふ。．胃の気を平か緩詫。今回の痺痛むによレ。

いはひば　いわまつ　三三　　　　　，　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まく　葉をとり薬とす。味ひ辛く甘く、四温にして毒なし。婦人、陰中のひへ、又は
　　　　　　　，　　　　　ちのめくりあし
　暗みりて痛によし。血閉くしで子なきをいやす。淋病によし。
　　　　　　　らくせき
ていか・づら　絡石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のとした　葉と茎を採りて薬とす。味甘ぐ、温にして毒なし。三熱にて口の乾き、喉舌の

膣磁勧でききるをいやすべ砺鰭をかたくす．齢を利して融ざらし

　む6
　　　　　　　　　　　　　　　　　としゃくなかれんば　春のくまたけらん江戸∫杜若

　根をとり薬どす。葉、’くまたけらんあ如ぐにして、花白きを異なりとす。直門
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　めまい

二欝rし画聯三目玄魁聯む隣卿きやく
’［璽　くまたけらん　高良善

燃卸職域味辛く苦く・性熱にして毒なレ・鰍の冷順いやすべし・

　出撃、・腹痛を治し、痢病に用ひよし。風気をやぶり痺と足の弱をいやすべし。

　　　　　　　　　　　　，　　　一25一　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ・



　　　　　　せきい　

唖二二　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　葉を採り薬とす。味ひ苦く甘くぐ平からにして毒なし。熱を去り、小便を通す。

　　　　　おきな
　つかれを補い、二水をます。

Ei璽　も・ちどり　四二
毒あり、。口中にいるポベからす。、茎葉をもみて、疵癬、『白禿、せに．タムシ等へ

　すり付へし。癒すべし。・

　上陸あ翌朝には早速，草木め覆薦をとり，』御陣屋へ草木類2外型植付けた。『入丈本

草』にも甘草の条下に「文久二年戌の六月廿三日に大賀郷の御陣屋、三根を植付たり。

後年、必ず有用をなすに至らん」とあり，このとき植え付けられた草木の中に甘草が

あったことが確認できる。他に植え付けられゆ草木は不明である・

　入丈島にあった1カ月間に櫟斎は島の自然や百姓たちの生活や風俗を熱心に観察し

て記録している。

　8月6日には「日々潤滑ノ者二塔養ス。ヨク根付タリ」とみえ，植え付けた草木が

順調に育6ている様子がわかる。ときには次のまうな歌を書き留めている。

　　　みるも聞も驚かれぬる事のみに．

　　　　　　　　　　　かにらぬものは呈せみのこえ・　　　　　　　　　　　　（t

朝陽丸にたいして小笠原へ出帆の命が出たのは8月10日である。櫟斎は出帆準備中

にも島民だちの治療に多忙であった。11日には「灸黙除之。弐百三拾弐人」。12日には’

「末吉村中ノ郷引立村へ行。月夜力ヘル。末吉村ニテ病者七十一人ヲ診察ス」と記録

している。　　　層　　　　　　　　　　　　　　一
　朝陽丸が八丈島で男15人，女15人，1大工5人，’木擁1人，鍛冶職11人，船大工1人

め計38名の移民団を乗船さぜ小笠原島。・向けて出港したのは文久2年8月21日であ

る。櫟斎は出港する前日に次のような句を詠んでいる（『出放題集』49）（図4））。

　　入月廿日g）朝にかんく感）する事ありて

急なさな　いのる神秘御仏も　身にも妻子もさはりなきがに

．櫟斎の祈りが通じたのか，乗組貝一同が驚く、ほど穏やかな海で順調な航海であった・

小笠原島に到着しfSのは8月26日。櫟斎の荷物は「御用樹木壼ツ樽：。リヴキウ三四ツ。

大箱一’y，iヤナギゴリニッ。三七ツ。御用品、『自分トモ両様ニテ†二品」であった。

櫟斎の到着によって，交代の医師を待らていた井口栄春はこの朝陽丸に乗船し（閏8

月15日小笠原島を発船，噛帰国した。　　パ

文久3年正月9日には中漸次郎を棄せ坪野船が小笠原に三二・回船は中浜万

次郎の指導によって捕鯨に従事することになるが，．捕鯨については略す。．、一．一

　荷物の「御用樹木五ツ樽」のことをいう6？だろう，櫟斎は浦賀脅出港したとき，逸

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　26　一　1　，　，
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図4　阿部特等『出放題集』

　　第1丁表（註49参魚）

同 巻末識語

のような草木を積み込んでいた50）。竹類や蜜柑類は前任者小野旧庵の提言を採用した

のであろう。これらは巣鴨の植木屋∴長兵衛51）と卯之吉から購入したものであった。

戌二月阿部将翁渡辛膝節持越植付候草木類左之通（朱筆）

一　本蜜柑　　　・　　九本

一　九年母　’　1・　九本

一　あんず　　　　　　九本

一三訂百目柿　　　九本

一　梨子　　　　．　　九本

一　写実柘榴　　　　　九本

一　金柑　・　　・　三本

一　胡麻竹　’　　、　　壱株

一　使君子　　　　　　三本

一騰．　‘弐本1
／

一　東京肉桂　　　　　．弐本

一　漢固縮紗　　、　　弐株

　　　　一　雲州蜜柑．

　　　　r　養i老梅

　　　　一　夏／秋桃

・　　　丁　紅還す榔

　．　　一　大愚林檎

　　　　」　葡萄

1　tt　L　真竹江南竹

　　”一・亀甲竹

　　　　‘’東京肉桂

，1二蒲桃

　　　　一　龍眼肉

　　　　一　聞書

　一27T　・’”

九本、

九本

九本

九本

九本

九本

九本

壱本、

，七本

三本

旧
株
弐
弐



　　木香

　　二種杜仲

　　生省藤

一　延胡索

一　金合歓

　　肉豆毯

株
本
株
株
本
本

弐
弐
弐
弐
三
下

　　甘草幽

一　土萩苓

一・ 琅｣萸
一　銀合歓

一　巴旧

株
端
本
本
本

弐
弐
弐
弐
壱

　　右記通持越植イ軌凹凹植権長兵衛卯之吉方ヨリ、買上三三有ぬ

追而持越シ二二ニテ注文いたし置三品左回通（朱筆）

一　松苗　　　　’　　千本　　’／t　一『三三　　　’　　　千本

一　丸木　’噛　　　　’弐百本　』・　　一　野木　　　　　　　五百本

一　ツガ　　　　　　層弐百本

』右仕立候手当代金壱両

　右之通奉請取候

　1　．　・玩：tt∫鄭三三糧長購、印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　同　　　卯之吉　印

　8月27白小笠原の鴨島へ上陸。植木などは‘盆も枯れず無事であ6だ5ただ，閏8

月20日り旧記に感「只恨、下枝・龍眼・肉耳門御艦中アヤマチテ奉夫塩水ヲカケ・

，此三種ヲ失ピタリ。『再競ノ時、又植芸セント思フ」と書き留めているのでこれらは

小笠原へ向かう船の中で枯れたことになる。

　父島に到着した一行に田中二太郎が指示じた13野冊のなかた次のような箇条があ、

る52）（他の5二条は略す）。

　一、阿部将三相心得候植物類之内、果勤生熟之上、外国人へも御払に相三明樺致

　　，度山事♂　　　一、　　、　1　，

　’一一、、芭蕉布、二二相応之織物出三三三三三三事。　　　　　　．　・

　一、植付候薩摩芋等より焼酎を取回様三度旧事。

　　一、食塩三方出来候様i致度候事。．

　　一、正覚坊之甲よろしき処取集め、江戸廻之事・．

　　一、油に可絞品、三二之事。

　　r、魚油二方二二。　、　　　　　　　　、　．　　，　　、“”

　　一、・女子共閑居二七無徳様、相応之手業工風之事。

　　　但、・芭蕉布た可織糸禦し三等三儀ぽ・子供之仕事にも三相成哉と三三事・

’これらあ指示は榛斎の任務に関わる。果動がぞきた場合は外国人べも与えること，

芭蕉布あるいは相応の織物を織る工夫をすること，植え付けたサツマイモ等より焼酎

を取れるよう引 ﾉすること，食塩の製法を工夫すること，三三坊（亀の「種）．q）甲羅の

上質なものを取集めて江戸に廻送すること，油を絞れる品を探すこと，魚油の絞り方

　　　　　　　　　　　　　　　　一28一　h　x，



を工夫すること，女や子供が手持ち無沙汰で遊んでいることのないように相応な手仕

事を工夫すること等であった。在島中の櫟斎は医療および産物調査と殖産振興のた醐

これらの任務壷も果たすべく奮闘したのである。

　櫟斎は上陸の翌日8月28日には早速，井口とともに薬園の作業に取りかかっている。

この井口は帰りの船便を待つでいた前任者井口栄春である（栄春は閏8月15日離島）。

29日には「初テ袋沢採薬。（中略）種々二品。印度地方トモ存候山形、地味、r驚ヲ喫

了致候」と内地との風土気候，草木あ違いに驚く。閏8月朔日，「草ヲ杉田二渡ス」，

3日には母島へ行き，「薬種、種々植付。又、草木ヲ植込、江戸へ送了」と母島でも・持

参の草木を植え付けるとともに，’母島で採集した草木を植え込みにして江戸へ送うて

いる，E’同月4日には植え付けた草木の生育を願って，定役の翠庵益田鷹之助は次のよ

うな詩を作って湿る。

身山精然二二神、二君後苑竹梅浬

今年培養丁寧地　二歳遍看百花春
，旧庵

朋不明ながら・礫恥r出三三1，に次のように繊付け蝉木が1・頂調に育って

いる様子を喜んでいる。

一台命にて己れの持渡り艸木松竹も三根つきしやく竹も箏を出し、松もみとりを

ふきけD．・松さ之みとりをいたす程なれは・暖国に移したる薬品類は悉く根つぎ・

時ならぬ花を咲けり。

　、色かへぬところか松の若みとり、

　　こ・まても恵と“1いて仏手柑

　　二二の仲間入りせよサツマ芋

　閏8月4日，櫟斎は幕府に「リンナウス、六百薬品、ワートル」を買上げてもらう

よう願書を出したρリンナウスはリンネの分願法による西洋博物書・、六百薬品は西洋

薬物書の一つでオスカンプ（UL．　Oskamp）著“Afbeeldingen　der　Artseny－gewassen　・

met　derzelver　nederduitSche’　ep　latnschebeschryvingen” S6巻（1796～1800年刊）

あことで，安政5年山本錫夫が図譜の部分を棟写■して『和蘭六百薬品図』7珊（国会

くせ一19＞）を成した。ワートルは『窓二二薬性論』・53）である。小笠原での物産調査に，

これらり西洋の博物学書や薬物学書を参考にしょうとしたのである。

　織物の主夫をみる6文久2年8月19白小笠原へ向かう途次ゴ寄港した入丈農で「土

人二染料ヲ問フ。○黄パカリキスニデ染、アトへ灰汁ヲ焼ト云。・コノカリヤス，コブ

ナグサ也。／○トビ色　マダミノ二三テ二二、二七ガラヲ灰汁トナシ、カケレバトビ

イロトナルトイフ」と，土地あ者から染料について聞き取り調査を行なっている1小

笠原での織物への準備であっ’た。閏8月6日父島で「右下、島カラムシノ皮」を採取。
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これは布を織るための材料である。翌文久3年正月五日には「小袖羽織ノ右納織、カ

ラムシ緯ヲ献白ス」5．同6巳「苦棟ノ板ヲ晒ズ。布ノ織立ヲ建白ス。右納布、幽トキ・ハ、

カラムシ、右二種之儀、イハニ織方申付ル」。移民の女，岩に織物の指導をして試織さ

せたのである。7日には山に登り「カスカリラノ如キ木」の皮を採っているが，これ

’は織布の材料であろうか。10日「右納、カラムシノ皮ヲ剥取ル」，と糸を採る準備がな

され・4　Els日になって「今日ヨリ糸・岩・・三女右納七二取力〉ル」・同19日「下柳出．

来二付、請取。両人え御手当即下候」。こうし《，移民の女糸と岩の二人による右納織54）

が成功したのである。

　食塩製造。文久2年8月2日の日記に「御用状出ル。土人二塩ノ焼方井塩浜ノ事ヲ

計ルJとある。・この御用状はこれに続く「塩の焼き方井塩浜ノ事」を指示したものか

確証はないが，入丈での製塩法を聞き取ったのである。文久3年正月8日になって「食

塩製造儀，建白」とある，櫟斎みずP・ら製塩法を工夫し，そり実現のための方策を提

出した。翌9日’には「二三の西淀川寄りた塩焼小屋取を建て」、同10日「塩焼小屋見廻

リ」と食塩製造も軌道に乗ろうとしている。日記からはどの程度の成果を収めたか判

然としないが，おそらく成功したのであろう・。

　4月27日の日記に「夜中、願書5S）ヲ草ス」とある。翌28日．にはド願書ヲ差出ス。薬品

仕入ノ為、一ト先帰府。’ �l。荷物即日取仕舞」’どあるので，櫟斎には外交にとも，な

う事情を知らされていなかったとみえ，一次的な帰府のうもりだったようである。櫟

斎が小笠原を出港したのは：文久3年5月1日であった。

　生麦事件の解決を苦慮するなか，小筆原島の開拓事業は中止の止む無きに至り，文

久3年5’月13日すべての役入および移民団は朝陽丸に乗船して小笠原を引きあげた。

ここに文久年間の小笠原島開拓事業は中断したのである。こうして櫟斎も開拓事業の・

道半ばにして離島を余儀なくされたのである。tt

　文久3年5月，小花作之助が小笠原島を去る時のこととして書き残した記録のなか

に次の記事があり，櫟斎が植え付けた草木類の生育状況がわかる56），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a，

　　一　文久二七年秋入月漢島せし医師阿部将翁といへるもの持渡りてく翌亥年夏の

　　　頃迄培養せし薬草木の内、金銀合歓、巴豆の類、暫時に繁茂しで花実をなせし、

　　　二二島を去るに当て・向来島の益ならんも．OPは此薬草木筆・保護繁殖をつとむ

　　　へしと島夷に呈して出けり。其品種左之通、

，東京肉桂生育ス

二種縮紗生育ス

生省藤生育ス

木　　香
　　ママ
土伏苓蜻ス
二三輝蜻ス
金合歓繁茂

弐本

弐株

弐株　　r」

弐株

弐株

壱本

弐本

一30一

龍眼肉是ハ草丈呪え植付、不持越57）

黄「t／ ?@　　　　　　下網

甘　　草　”　　　　弐株
延胡索　　　　　　　　弐株

漢種杜中生育ス　　　　　　弐株

呉茱萸生育　　／．一．漏話

銀合歓繁茂　’　　弐本



巴’豆繁茂

使君子生育
雲州蜜柑生育

養老南勢ル
夏／秋桃生育

紅尽す桃枯ル

大井林檎

葡　　三三ル

真竹江南竹

亀雛型生育

孟宗竹生育

本
本
本
本
本
本
本
本
旧
株
株

壱
三
九
九
九
九
九
九
九
壱
壱

轍　　檀繁茂

本蜜柑
九年母生育

あんず
前司／百目柿枯ル

梨　，子枯ル

大町石榴半生

金　　柑生育

胡麻竹生育
蒲、　桃二

本
本
本
本
本
本
本
「
本
二
本

弐
九
九
九
九
九
九
三
壱
三

右中外・数品の野菜類の種もの持渡るといへとも、良農なく耕私培養をつとめ

す。向町、追々経験して三三を得は重宝なるものも多かるへけれと、いまた山

容あらすして此±i9を貸しは選憾少からさるへu，。

　これによって，櫟斎が小笠原に移植した草木と「繁茂」「隼育ス」「半生」「枯ル」め

注記からその生育状況が判明する。持渡った草木は食用，薬用および生活資材に資す

るものであった。後便で送るはずだろた「松苗千本、杉苗千本、椴木二百本、二三五

百本、ツガニ百本」は到着しなかったのか，小花のリストに1ヰ含まれていない。

　また，明治11年の植物栄枯報告58）のなかに「文久年度移植品」の項目があり，「日本

種林檎　L本栄／石榴　同／九年母　二本栄／ドヨシ　栄／銀合歓　三本栄／金合歓

一本栄／椰子大樹　同／竹　旧株」とある。追記に，「右ノ外各種ノ花草木共霜雪ヲ得，

テ花心ヲ成シ奉暖ヲ待テ花ヲ生スルモノハ凡テ季候二三セス。文久年間壕梅桃ノ類試

験セシニ然リ」とある。

　櫟斎が手掛けた事業eg在鳥i年余にして実を結び始めていた。櫟斎は小笠原を去っ’

て3年あまり律の慶応2年（1866）、の著書『又新堂随筆』．に，小笠原に？いて「この島

は土のll三三もよく水の流れもありて、十分1ご諸産物の培養すへきの地なり．〈中略〉常

に再回して樹芸せん事を思ふ」と小笠原で事業の中断を悔やみ，再競の希望を述べて

いる59）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌃　　　　　　tl

（前略）予や小論島に三田・人家を見るに異人は嵐蔽和名あちまさの、

葉をζりて屋根も覆ひ、又四方をもかこへり。入丈移民の家を作るにも、いにし

へのさまおもひいてられ、柱は掘こみて建で其うへに、はりをわ回し、夫に三

三と末に腔うがち．壁で扇の沽へのさまになし、又まれに癬を渡下根

も四方も悉くあちまさの葉以てせり。この島は卑の性質もよく、水の流れもありて、

十分に諸産物の培養すへきの地なり。

○この島に来りて、樹木引回の処に至るに、入の手の入らすして樹木の自然に生
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へ1

するを湿るに、大樹も誓麗日或は臨め如きも皆直立にして、竹の林に入るが如し．「

海岸の樹は怒濤に根を撚われ、風に吹たをさる・処に・こρ如くに1まあらす・

予この地にありし時に山に崩して道を作阪又家を造る為に岡を平かになせし時

に、地の性質を考るに赤殖の江戸にいふちやまと唱ふる赤土の粘．り強く渋き土な

り。この土の上に樹葉三根の土に化したるか入九寸パぐあり。西洋人の百年にし

て一尺の土を生ずといふかこれなるや。三山の崖下に真土の砂まじりになpたる

処もあり。常に再渡して樹芸せん事を思ふ。

櫟斎は・年余の小笠原諸麟在を勲・帰国の後の「態願」（前引の続き）1・よ、

って，櫟斎の小筆原島での功績をみておごう。、

　　（前略）其働笠賠湘渡蜘そ蝕移貼蹴等不快二二は嫌三胎人・
　　病気迄も薬採手当仕、其上兼而本草学本業之ものに付、、南島に無之樹木持門門分

　　培養手当仕新規織物試煉之儀も同人相心得世話いたし、追々御葺可罰成基本心掛

　　＿〃年之間不自由銀座不相姦精勤仕納に付、水野下総守一団被遣候寄合御階師慧

　　畝惣領小野旧庵えも為御出美心弐枚時服ニツ被下候間・将翁儀身分も違右見合に

　　は相成兼壇家共、事実におみて心心莫八苦は苓庵よりあ相増居候儀に付、右相当之・

　　糠三下図様三三三三・・依μヒ段三三以上　　一
　　　　亥六月　　　　　一　　　　　　　　　　　．、　　　　　　，t
　　　　　　　　　　　　　　　i

　医療活動は八丈島からの移民はもちろん，・外国人住民にたいしても違和感なく行な，

っている様子は月記から読み取れる。産物調査については「二二本草学本業之ものに

付、南島に無之樹木痔諸候分培養手当仕、新規織卿試造面儀も同人相心得世話いたし・

追々御難可相薩本心掛」乏櫟斎の本業ヵ・’本草学にあることをいい・この分野の活動

が期待されていたことが読み取れよう。小笠原諸島に自生しない草木の移植とその倍

旧をおごなった．「新欄歯並造」とぼ田蝉太郎の指示を受けたもの“（7“，す騨べ’

たように少なくとも試し織りは成功していた。

小笠原から帰った御薩斎は洋書諦（文久3璃三献所と改称）．に登用された

ようである．欄甲所人細元治二年六月＋五日改」の「物産学世話心得」『o）に1ま・長踪＋

郎・田中仙永とともに阿部友之進の名がみえる。この時の丁丁学教授出役は伊藤圭介

の後任潤暢男であった・宮本元道も絵図調出役として輝勤務している・

8．t文久年間の小笠原島開拓ヒおける本草学の役割一、

　　　　　　　　　　　　一阿部潔斎『南喚産物志』『を中心に一

こ耗まで阿部櫟剃纈での足跡をたど？てぎた・こ類灘欄6L）を≒お

して櫟斎の本草学のあり方をみておきたい。

　　　　ノ　　　　．　　　　　　　　　　一32一



　　『南町産物志』は小笠原での黙黙の調査記録である。扉に「閏月十五日稿」とある。

潔斎の小笠原滞在は文久2年8月27日から文久3年5月1日であったから，この閏月

は文久2年閏8月か，’ ｻめ後の閏月がある慶応元年丑年（1865）閏5月のどちらである。

．本文中（ツルエイランの記事）には「予、閏月廿六日二袋沢モ行ク道順テ、数十奉ヲ

見ル」とあり，また欄外に「戌ノ九月十五日’・戌ノ九月七日・戌ノ七月十九日号の朱

筆もみえる。この侭か閏＄月より後の観察によるものも多いから・扉にある「閏月十

五日稿」は文久2年ではなく慶応元年閏5月15日でなければならない。以上から，本．

書は細鱗が小笠原から戻った後の慶応元年にフ4’一‘ルドノートをまとめて成ったもの

であると考えられる。しゑし，1本書は貼紙による訂正や加筆が多ぐみられ未定鴨とい

うべきものである。おそらく，本書をもとにした浄書本があったと推測されるが，現

存しないようである。

　本書の見返しには「木部分目⊥として以下の35品が記される。「アヂマサ・キアダ

ン・ツルロウラ・サゴノ木・シマナシ・テリ葉ノキ‘小葉テリハ・ハスバノキ・ハマ

，ホ・ノキ・チ・一ノミ五種・クチナシ二品・デク・カラエ桐・シャリンバイ、長葉円葉・．赤ハ

ダ‘山田ランジ・シ々ホウノキ四品・花ガシ・ヤママヰミ・島ユツリ葉1ニカヂサニ品・

アカウラ・薄葉マサキ・特生夫ノムメ・．白ムク」。．しかし，本文には「アヂマサ・木ア

タン・ツルエ’iラン・サボイノキ・薙木・シマチシ・テリハノキ・小葉テリハノキ・1

ノ〉スノハギリ・ノグルミ・r手・ノミ・クチナシ1母島クチナシ・デク・シマヤツデ・

・シャリンバイ・アカメノキ・ヤマビランシユ・島ホウノキ・ハナガシ・ヤママユミ・・

シマユツリハrニカチサノキ・赤ウラカシ・マサキ・特生天ノムメ・’サルトリノ花・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐキン九年ボ・「Vマミカン・青パゼ・フク，ラシバ・シマトウ・ギ・．ミヤマカバシ・キアラセ

イ・岩谷カツラ・サワガシ・イダビカツテ・キ・7マノキ・センダン・ヘゴアチマサ土

の40品が収めら乳る。アヂマサから特生天ノムメまでの品名に異同があるのは，「分目」

には見出しに採用した品名ではなく本文中に列挙された品名のうちから櫟斎の案を採

用したζζによる・特生天ノム金蝿後の記蜘増減は・櫟斎が慶応元年閏卵場降

に手を入れたことによろう。その際に白ムクが削除され，サルトリソ花からヘゴアチ

マサの14品が増補されたと考える．。

’櫟斎の日記『豆喚行記』62）に嫉この他にも多くの動植勤の観察記事がある。本書・

、楠嗅産物志』の扉に「木部」とあったように，本書は木本類に関する記録にすぎない。

本書の佃に「草部」や「魚部」「獣部」などがあったりではないかと考えられる。

　　記載内容は名称，形状，採集地，利用法などで，櫟斎自身の考察が加えられる。多

　ぐは・記事の鋒に余白が残され℃おり・浄書本にはそれぞれの図が附される予定だっ

たと思われる。岩谷カツラの言己事に「図ヲ見デ知ルヘシ」とされている。層品名には複

数が充てられる。これほ小笠原のような亜熱帯性の植物に通じていなかったため，木

によって異なる植物に比定する結果となったのである。当時の本草学では動植物に現

在のように標準和名がなかったから，同じもの炉地方や時代たより．さまざまな名称で

呼ばれ，別々のものが同一の名称でよばれるヒとも少なぐなかった。名称と実物との

　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



比是は本草学の重三な課題であった。したがって，本草学では1品に回数の名称を付

記することは通常の記載法であった。品名には「英・羅」の注記のあるもめもあるか

ち，血忌はイギリスの博物書を参照したのである。手元にはフランスの博物書があっ

たはずだが，「予奉命三三艦上数日、一日見洋書数十三三。有着色三木三一巻即仏三人

ブリユメ之所著、印度地方之三木頗尽之。・図中有此物、然其語素仏国転語、島中有訳

官堀某．亦不能読之　可慨耳」乏あって利用できなかったのか，フランス名の記載は

ない。デクには「蕃名ウリ＼＝／，英／物印望ニアメリガノ葛ナリト云」ζある。「物差望」

．は「物越満」の誤りだろうから，物三三（ウェイツマン）の博物書を参照したことが

判明する。ζれは江戸に帰ってからの注記であろう。品名の典拠として挙げられる注

記は「蔵出・花戸．・小野・喜任・混信録・将翁・唐本草・広志・井ノ「口肥毎類・堀氏・

八丈方言・嶺表録・久之・海島逸史・江戸・本経・セーボレ」。中国の本草書が多く参

照されているのは当時の本草学のありがたから当然でわろうし，貝原益軒『大和本草』

や小野蘭山『本草綱目啓蒙』など卸本の本草書が参照されていないのは，これら日本

’の本草書には亜熱帯植物が記載されていなかったことによろう。「小笠原嶋之巡見御開

拓筋取調声言申上候書付」に「是迄見分不仕露草油木のみにて、此度召連候小野苓庵

も何分見分ケ兼候趣」とあったように，榛斎も，これまで見たごともない植物には，

馴染んできた日本の本草書も参考には．なちなかったのである。堆一日本の先行本草：学

者として将翁が参照されており・ここにも櫟斎の動画への思い入れが窺えよう。「花

戸・江戸’・八丈方言」．のように江戸の植木屋の呼称、江戸の通称あるいは入綾島方言

小笠原住民セーボレからの聞き取りを採用しているこ．とも当時の本草学では普通のこ’

　　　　　　　　　　　　　　マとである。「小野・井ノロ・生爪・久之」は小野画論・井口栄春通訳の幽一郎である。

久之は不明。，これら列挙された名称は，本書においては必ずしも一品に多くめ名称が

あるということではなく，それぞれの案であり，慶応元年になっても未だに結論が出

ていないことを示していよう。興味深いととに，なかには「母島クチナシ・島ヤツデ

喜任・島ホウノキ・シマミカン・シマトウギ」，のように「母島」や「シマ」を冠した名

祢がみら面これらは櫟斎が小笠原に固有の皇恩と判断し，た結果であろう。このほか

にも，当時の本草学者たちはパインアップルに漢名の「鳳梨」を充てるごとが多かっ

たにもかかわらず・裸斎は「シマナシ」の名を与えている。

　形状の記載は当時一般の本草学書と同様であるが1それらの利用法を考案するのも
　　　　　　　　　ヒ
，重要な任務の一つであったから利用の可能性や殖産への提言を多く載せているのが特

徴である。

難として挙げられるのはセンダ臨みで次のような醇鮒される・「実・蒲下

近郊ソモノヨリ長アリ。味ヒ苦寒ニシタ（テか）、実二苦棟子之名二背カズ。薬用二供ス

ベシ・古方二枝皮樹皮根雨トモ一品ユ。コレラ試ミル人影ク苦寒ナリ。依テ　官二奏

ス」・ご　　　　　．，　㌦　’
　櫟斎の大きな任務の一？が八丈島からの移民を成功させることにあったから食料の

確保は最重要であらた。、もっとも多い記事は，噛以†にあげるように食用に適するカ～否

かである。、・・　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　、　　　　　　　一34一



　「サボイノキ／コノ樹ヲリ樹梢ノ三尺ノ所ハ六野シテ食フベシ。予モ亦コノ樹梢ヲ煮

　　　　　　　　　　　　メテ食フ。味ヒ箏ト芋茎トノ中間ナリ。予コノ樹ヲ製シテ麺ヲ得ント欲シテ、未其方ヲ
　　　　　ママ得ス。時候イ互ヒシニヤ。賢聖在留ノ中二再三製シテ｝其法ヲ得ンコトヲ思惟ス」。「シ

マナシ／熟スルモノヲ切りテ食フベシ。味ヒ梨ト蜜柑ヲ合セ食フニ似タリ。酸甘ニシ

テ美味ナリ。（中略）掌上二葉ヲ生シ、塔ノ本町リモ箏ノ如ク、又六七ノ小長塔：ヲ生ス。

コレラ植テ又株根ヲ得ベシ」。「チ・ノミ／実ハ胡桃二似テ尖り両端ノ背モ歯アル如シ。

（中略）異人ノ小児コレラ割り食フ。柿核ノ如キ白井二塁アリテ食フヘシ」。「ニガチサ

ノキ／徽雪下ラカ故二食フベキギト思ヒ、コレヲユビキテ味フニ苦クシテ食スづキモ

ノニ非ラス」。「キン九年ボ　野荒オレンジ英／実大サ回青榿ノ如クニシテ、十月一日二

節小雪也、黄色ノモノアリ又青色ノモノアリ。穂ノ大サニ寸ヨ、ノW六分許ニシテ、味ヒ

酸甜ニシテ美ナリ」。「シマミカン　漢名檸檬／実ハ入月比代理鶏卵ノ大サニテ緑色ナ

リ’。熟スルニ至レハ皮ハ甘味ニテ食フベケレト．モ、脚下早糸過テ食スベカラズ」。「キ

アラセイ／（葉は）柔軟ナリ、蝶キテ食フ」。

　次に生活資材や殖産に関するものに注目している。「アヂマサ／異人，屋ヲ覆フ。三

二至リ、予モ亦屋ヲ覆ヒ屋ヲカコヒ、冷然葉ヲ採りテ三葉ヲ三三テ三三トス」。アヂマ

サは漢名「蒲葵」とあり，『豆嗅行記』文久2年閏8月17日に次の記事がある。「大村

異人ノ住居入り’ロニ門外ハ蒲葵ノ葉ニテ異様ナレドモ、中ハ板ジキニテイスモアリ、

額モアリ。．寝所ハ別間ニシキリサラサノ帳ヲ下ゲテ見ル可ラズ。（中略）柱ハ雑木或ハ

蒲葵ナリ」，或いは同廿日には，鶏卵を売りに来た「異人二人、蒲葵葉ニテ、カマス様

ノモノヲ作り入レ来ル」と蒲葵の利用法を観察している。「木アタン／異人分冊造リ’、

又席トズ』即アンヘラナリ」・「ハスイハギワ／実ハ円ク黒々トジテ淡青色ヲ・イサ

龍眼ノ如ク中二核アリ6熟スレハ無患子ノ如ク、磨ズレハ光沢アリテ念珠弓造ルベシ。

（欄外に，「九月十八日念珠ヲ造ル」の朱筆）」。「ヤマカバシ／材世事ト衣魚ヲ避クル。

箱ヲ作りテ、ヨロシカルベキヤ。コレデ官二奏ス」6

　曾遊の記す利用法はすべて食料や建築資材であっだが明治8年三三の再開柘にあ

たって試みられたのも，やはり食料や材木を目的とした農産物の移植栽培であった。

明治期には文久年間の調査・経験を踏まえて，小笠原産の作物を栽培するよりも，気

候風土を生かして西洋から亜熱帯性の種苗を輸入して栽培することたなった63）。『コー

ヒーやゴムなどがその一例である。擦斎り調査が役立った例もある。パイナゲプルや

レモンである。一パイナップルはシ．マナシとして「熟スルモノヲ切りテ食フベシ。味ヒ

梨ト蜜柑ヲ合セ食ツニ似タリ。酸甘ニシテ美味ナリ。（中略）雪上二葉ヲ生シ、塔ノ押

下リモ箏ノ如ク、又六七ノ小長塔ヲ生ス。コレラ植テ又株線ヲ得ベジ」一と琴弾も栽培

を勘ていたし1レ㌣はシマミカンの名で「実ハ胡町麟鶏卵ノ大サニ爆弾ナ
リ。熟スル賢聖レハ室隅甘味ニテ食フベゲレトモ、肉ハ酸二等テ食スベカラズ」・とし

ていた。後者はそのまま生で食べるあには酸味が強すぎるとされipがづ明拾になって

レモン汁からレモネードを製造し，あるいはコチニールによる紅色染めに利用できる

ことが知られたため，．小笠原での増産が試みられたのである。櫟斎は亜熱帯性の動植
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物に疎かったが，．それなりの成果をもたらしたと吟ってよV｝。文久年間には開国した

とはいえ，未だ海外め産物事情や栽培技術がそれほど知られてはいなかっ脚た。明治以1

降それらの知識や技術が急速に入って来たごとにまって，も1まや櫟斎のような幕末

の本草学者の経験を直接生かすことは時代遅れとなったのである。しかし，櫟斎もそ

うであったように，これ以降，幕末期の優秀な本草学者たちは開成所の物産学部門の

一貝としK急速に西洋の知見を広ゆ，明治期の殖産興業策を支えたので降る。櫟斎が

開成所の物産学世話心得であった際の物産学教授は幕末期の本草学の系譜をひく由中

芳男であった．。．、明治期の殖産興業策に田中芳男が果たした業績の背景には櫟斎のよう、

な人タの支えがあったのである。’まもなく西洋に留学し西洋の学問を直接学び取った

人々にとって代わられ，制度的にも西洋近代の学問体系が移入されることになる。本

草学もその枠組みの中で純化され博物学力競立する。小野二二（苓庵）も田中芳男と

ともに博物局にあって明治初期の博物学の成立と啓蒙に活躍した。幕末から明治中期

頃までの殖産興業策に本草学者の果たした役割は決して小さくなかったのである。庶

民の「厚生利用」を掲げ1te本草学は現在の学問のあり方からみれば総：合的な学問とLl

て雑多な要素が多ぐ，西洋近代の学問からみれ1ギいわゆる純寄島学ではないだろう。

しかし，本草学は生活に根差した自然学ζして優れた総合学でも回った。本草学の衰

退と学問の分化は，ま左自然ど生活の遊離を意味するものでもあった。本草学は学問．

として未分化ではあったけれども，その背後には常に人々め生活とその厚生利用とい

う大目的が据えられていたのである。

註

○写本類については所蔵機関名を以下のように省略した。なお当館所蔵本の請求記号は，

〈’〉． 烽ﾉ，他の所蔵機関の請求記号は，．［］内に記載した6　　　　　　・、

　国立国会図書館含薗会～内閣文庫→内閣，明治大学函書館→明大，東洋文庫→東洋ジ

東京国立博物館→東博：，西尾市教育委員会岩瀬文庫→岩瀬武田科学振興財団杏雨書屋

→杏雨，名古屋市東山植物園→東山，金沢市立図書館→金沢

1）．サツマイモは享保12年には八丈島へも試植されている。近藤富蔵『二丈実記』に次の記

事がある（『日本庶民生活史料集成』第1巻三一書房1968・733頁）。

　　，白サツマハ享保十二丁未年三ケ島ノ人民ヲアワレミマシヘテ琉球国ヨリ献セタルヲ、

　　有徳院様ノ其種ヲ賜フ。樫立干名主台命ヲ蒙り、入目島村々三植付ル処（中略）、三二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここにおひて　　径リ尺バカリノ大芋アリ。人々驚テ炊キ食フニ柔ニシテ味ヒナシ。国地壇至リ植下ヲ

　　習フテ蔓ヲ地引ハワセテ少シノ美味ヲ得タリe’（中略）　　　’

　　文化九年壬申年秀右衛門俸小源太武達ハンスト云フ薩摩藩ヲ国華ヨリ持参ス。、

　　始メハ土地二相応セスg天保ノナカバヲリヤゥヤク地味二合シテ、入丈、．小島、青ヶ』

　ノ島マテ農家各々数歯俵ノ美味ヲ収納シ、一万ノ生民ハジメ・テ年々餓死ノカナシミ．ヲ忘、

　　ル。

2）　島谷市左衛門について，『改訂増補幕府時代の長崎』（長崎市役所編　臨川書店　1973

初版は1903）252～53頁を引用しておく。、
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　　島飾左衛門」・泉州堺ノ人ナリ、父九左衛門鮪術出精シ爆嬉土三航ズ・元亀宇

　　、長崎二等リー家ヲ構フ、市左衛門漁父二肖テ航海術二長ズ・寛文九年代官末次平蔵命

　　ジテ唐船ブ模造セシメ、工成ル三及ビ市左衛門ヲ艦長トナシ江戸二到ラシム、市左衛

　　門乏二乗ジテ江戸、南部等ノ各地二航ス、延宝三年編出舟四’日幕府ヨリ小笠原島探検

　　ヲ命ゼラレ、．中尾庄左衛門及ビ江戸ノ大工金兵衛等ト二二、下田ヲ露出ジテニ十五日

　　小笠原島田達シ、居ルコト三十一日、六月五日島ヲ発シテニ十日江戸二心リ具サニ所

　　見ヲ報ス、所謂徳川時代二於ケル小笠原島搾検査ナリ、元禄三年病ヲ得テ長崎三瀬ス。

3）　『島谷市左衛門無人島え乗渡覚書（扉絵）』（写本1冊　明大、芦田伊人旧蔵［299－1］）。

本納には，「無人島渡海唐船之儀付書留／漂流之党／中栄咄シ聞書」が合写される。このほ

か，『延宝無人島巡見記』（写本1冊　岩瀬［87－73］），『小笠原島謡扇t（内閣［271－69］）33

冊のうち第28冊「無人島巡査記」などの写本が残る。引用は明大本にホり，ごくわずかの

虫損は他で補った。

　『小笠原島凶事』全32巻33冊は小笠原の再開拓を期して外務省において編纂された。当時・

知られる限りの小笠原関係史料が網羅される。坂田諸遠を主任として明治7年3月成稿。1

内閣丈庫1こは4部所蔵されるカSh）本稿では外務省本によった。その後，　r小笠原島前事拾遺i

（8巻8珊内閣［27・一418］）力編纂さn・巻之5一巻之8には服部帰一の航御記「南島

航海日記」が収められる。本書に明治政府り開拓船が出港する2日前に成稿レている。

4）磯好直秀氏は島谷の記録した博物誌関係記事を検討された（「延宝3年の小笠原諸島巡

見」『慶鷹義塾大学日吉紀要　自然科学』No・22，1997）1

5）　「無人島」はrぶにんしま」と読むと思う。吉田東伍『増補大日本地名辞書』（冨山房

19Q2）’ ﾅは「ぶにん島」とする。あるいは「むにんしま」かも知れないが，’「哲にんとう」

（『国書総目録』）や「むじんとう」とはいわなかっただろう。因に英語ではBonin　ISIands

　といった。

6）『諸州薬品考』と題する写本がある（杏雨［杏一5398コ）。本書あ成立事情は明らかではな

いが，本文末に「右伊豆国入丈島工植付ケ然ルペキ品御座候訳、此伊豆ノ函丈ハ甚タ暖国

ニテ（中略）異国渡りノ品寒気ヲ恐レ候1ノハ御先例f｛i御座候撫付（中略）御植付成サセ

侯ハ“座敷ク寒奉存候。’仲略）別テ縮妙杏香＼肉桂甘薦ノ類・御植付モ御座候ハx“増、

長良易ク行盛砂国益ニモ相成リ申ヘクト奉考候。」と，八丈島に薬園を開いて輸入に頼って

’いた暖地性の植物を栽培すれば国益になるとの提案がなされている。

　本文末には，本書の成立にかかわる次のような三三「此書也、東武之医官丹羽正伯筆記

継立、備（平出）有徳君煎豆算爾後・野呂元丈・田村元雄増補焉・」がある・舞語が事実

を述べるか疑問が残るが，上記の提案は田村元雄による．ものと考えられる。磯野氏は「本

書は田村藍水の著作と考え（よいのではないだろうか」とされた（磯野直秀「田村藍水の

　『諸州薬品考』」『慶慮義塾大学日吉紀要　自然科学』No・21，1997）・’

　　元雄の長男由村元長には一『旱州諸島物産図説』（写本3冊明治24年2月松田直人の筆写

国会く特1－270＞’ jの著力s’ある。寛政3年の伊豆諸島巡見の際の調査をもとに成立したと考

　えられる。本書の「豆州諸島物産図説目次」によれば，巻一…草：部面（80品），巻ニ…草部

下（78品），巻三…木部（63品）・石部（6品），巻四…虫魚部禽獣附一（48品），巻五…海中

雑品／海藻類39種1海綿類9種・鐡樹類18種・ウミヅル2種，通計370種炉収録され，それ
’それに図と．説が附される。”「里余庶物名ト物ト異論ナキ・ノ送油只古名ヲ巻末二識ス耳」とし

　て「諸島物産図外之品二百二十二種」として品名を列挙する。本文中には「入乗島1三宅
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　島・新島・神津島・大島・三蔵島」の地名がみえる・『本文中に頻出する「善之按」の魚文

　は田村元長（号西湖・字善之）によるもの。

　　上野益三氏の紹介された『豆州諸島物産図説』とは巻の編球や内容に若干の異同が譲る

　（『日本博物学史』平凡社1973419頁）。

7）三島勘左衛門『伊豆七島風土細覧』（『日本庶民生活史料集成』第1巻三二書房1968

　639頁）による。、

8）太田彦助『廻島雑話』（寛政9年序　自筆稿本3冊内閣［173－178］）に，寛政8年の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　こととして，「大賀郷の内に（中略）先年御医師田村玄長老、渡海して薬草を植えしか、今

　は唐茗荷、・草肉桂藪なりと別『（中巻第28丁裏．～第29丁表〉とある。

9）近藤富蔵『入浴実記』（『日本庶民生活史料集成』第1巻　三一書房　1968　741頁）に，．

　「天保十一庚子年八丈島大概帳」が引用される。これによれぽ，．寛政5年にも薬草木の植

　え付けがなされている。　・　　　　　　　　　　、　　’

10）　「昭徳院鰻御実紀」（『続徳川実紀』第4篇164頁吉川弘文館1975）。，

11）　「小笠原島之巡見御開拓筋取調画趣申上兵書付」『小笠原島開拓掌記』（内閣［173－177］）

　中巻　第3丁裏～第11丁裏。

12）邦文10年（1670）のミカン船による無人島発見の記事は，rいち早くケンペルの『日本誌』

　（1727年前）によってヨーロッパに紹介された。また，1817年差はフランス人アベル・レミ

　ユーザが林子平『三国通覧図説』の無人島記事を地図を添えてフランスのアカデミーの機

　関誌に紹介するな苓この島についての卸見はヨーロジパに広まつ・ていた（田中弘之『幕

　末の小笠原』中央公論社1997）。

13）磯野氏は開拓事業にかかわ？た船と乗船した本草学者たちの一覧を示し，かれらの小笠

　原滞在期間、を明らふにされた（磯野直秀「文久年間の小笠原搾検」∬慶雁義塾大学日吉紀要

　自然科学』No．16，1994）。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとよし
14）小野沁沁（1838～1890，53歳），名は職懇，『薫山と号す。苓庵は通称。上野益三’『日本

　博物学史』平凡社1973，同『博物学者列伝』八坂書房1991，『国書人名辞典』岩波書店1993

・は苓庵とするが，筆者が調査した史料ではすべて雨痕であり，＝琴庵の名は見えない。小野

　職孝（山窟）の次男で，小野三山の三三にあたる。『植旧訳笙』．（1874年刊），1『植三三解初

1編』（1875年刊）などを著し，また田中芳男とともに飯沼油虫の『草木図説』草部20巻の増

　訂版を出版するなど，胡治初期の博物学の成立ど啓蒙活動に大きな貢献をした。

15）『小笠原島開拓掌記』（、3巻3冊内閣［173－177］）中巻第11丁裏～第12丁表。

16）　『小笠原島工事』巻之11では，編者坂田諸遠によって「別冊ハ本丸炎上二焼失セシや今

　伝バラス」とされている。噛しかし，これらは『小笠原島物三士』，『小笠原島草木押葉』と

　して残る。

　　小野職懇『小笠原島物加齢』《自筆稿本1’冊杏雨［杏一1303］〉。青色の表紙，．四針眼。縦

　124×横169ミリ，厚さ約7ミリ。書題簸で「小笠原島物産品」。扉には「小笠原島物産録」の

　墨書。右下に「小野職懇」の署名（両側に縦線）に「小懲」の丸朱印（直径縦10×横11ミリ）

　を捺した紙片が貼付される。本文は墨付1ら丁。巻末に遊び2丁。用箋は無枠無界線の楮紙。

　染みの汚れあり。

17）小野職懇『小笠原島草木押葉』（自筆稿本2巻2画面国会〈特1－3045＞）。淡褐色の表紙，

　四面眼。縦326×横235ミリ，・厚さ各約4ミil。第1冊の三三は逸失して剥がれた跡が残る。第

　2冊の直訴（枠無し，縦229X横35ミ1））は’「小笠原島草木押薬　；」g第f冊の巻末に小野．
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　職懇の識語があることから，第1冊と第2冊が逆ではないか。第1冊の題籏が剥がれた跡

　は第2冊に貼られる心素と同寸法なので12冊とも題簸が剥がれた後に題簸を貼り間違え

　た可能陛がある，本来は第2冊と第1冊が逆だったと思われるが，ここでは題簸に従って

　おく。2冊とも目録は無く，本文は押し葉を添付した脇に品名が記される。ただし，ほと

　んどの押し葉は逸失している。

18）r控原語拓掌記』（内閣［・73一・77］仲巻第31懐一第32隅

19）　『同上』中巻第59丁裏～第61丁；裏。

20）宮本元道（文政8年（1824）～？）は病没した新発田収蔵の後任として蕃書調所の絵図調

　三役となった（：倉沢剛『幕末教育史の薪究』一198．3年吉川弘文館293頁）。宮本は蕃書調tt

　所で訳出された！〈’リT『日本行記』に付されたウィリアム・パイネによる挿絵を模写レて

　いる（『同上』293頁）。「この挿絵には小笠原のものも含まれていたはずである。

　　内閣文庫多門櫓文書［多門櫓一8375］には「一、金五両御手当7丁年／一、七木扶持戸田采女

　正家来絵図調出役　宮本元道，当卯三十六歳／宿所赤坂溜池主人屋敷内／安政六未年十月

　廿九日開成所絵図調出面被仰付候」とある。’

　　『Hr本教育史資料』第17巻　文部省　1892年の「聾書店所の教授方一覧」「絵騨調」に「戸

　田采女正藩士（浅野一学家来）宮崎元道」とある。『御支配明細帳』にも多門櫓文書と同様

　の記事があるが，その記事の左端に「宮崎元道［印鑑］」とある。あるいは元道あ旧姓は宮

　崎だったのかもしれない。

　　文久元年9月蕃書調所物産局の物産学園役を命じられて江戸に下った伊藤圭介は・大垣・

　の曲馬活堂に宛てた書簡（文久元年十月十二戸付）に「宮本二二所絵図方御勤之由左候ハ・

　追々御世話二も可融成御湿憂節宜御悩置三品下品」（二二文書研究会編『江馬家来三生』思

　文閣出版1984103頁）と書いており，この時は未だ元道とは相識ではなかった。同じ蕃書

　調所に勤務するうちに知り合うことになったのだろう，同人宛書簡（同年十二月二十二日，

　付）では「無人島へも去三日出帆；威臨丸被三三，水野筑後三三参，調所よりハ貴藩之宮’

　本元道井堀達之助伜も参申訳，支跡回者千秋丸近来御買上之御船ジ是ハ栗田万次郎（三春

　ナゴヤ拙宅へ来訪，儒者ニテ西学本草モ好，宮津藩）、も幽霊候」（『同書』105～106頁）と

　宮本元道が威庭面に乗船して小笠原に向かったこと，遅れて千秋丸で栗田万次郎が小笠原

　へ向けて出帆したことを報じている。六気万次郎は文久元年春に名古屋の圭介を訪問して

　おり，圭介が名古屋に南つた頃から身心があった。こうした関係から幸介のもとへは公的

には物産局宛に，また圭介宛醜信でも元道や万次郎からの小笠原に関ずる情報がもたら

　されたのである。　　　　　・　…

’22）・宮本元道『小笠原島真景図』（折本3帖』縦300×横260ミリ二会〈さ一70＞）。第1帖…「小

　笠原島真誠図　乾」，第2帖…「小笠原島真景図　坤」，第3帖…「少笠原島所産鱗介図　完」。

　3帖とも絹張りの奉紙。中央に題簸（絹布，．青色捌の子持枠。枠内；縦1．67×横33ミリ）で，

　上記の題が墨書される。見返しは金片散らし。3帖とも「大正／9．5．11／購入」の青色ス、

　タンプ，「宮本／蔵書」（面面×横21ミリ）の朱文方印あり。、見返しに貼付される紙片に「宮’

　本小一先生愛蔵／文久1年ヨリ三年迄／小笠原島真景三三帖／附所産鱗介之図一帖」と

　墨書される。

　　本書の蔵書印は『小笠原島風土略記（題簸）』（写本1冊国会くさ一70＞）の本文巻穎にも

　みえる。どもに明治2年に貴族院議員として小笠原開拓を建白した宮本小一のものである。

　後に述べるように，これらは明治2年に宮本小’が小笠原再開拓の建白書を提出した際に．
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　添えられた。宮本はこれらを小花作之助から借り受けたまま返却しなかったらしいから，

　本来は小花作之助の旧蔵書であろう。

23）『：宮本宗伴無人島紀行』（写本1冊岩瀬［30－21］）。濃青色の表紙，四三眼。・縦225×横

　161ミリ，厚さ約2ミリ。出題簸で「宮本宗伴無人島紀行」。内題は、「無人島行略記文久元年畑江

　十二月水野筑後守殿二丁勃発般二年壬十三月帰府」。内題の前に「大垣藩宮本宗伴男元道無人島え罷越、

　先達而帰国説話61父宗伴書記之写し」の識語がある。全5丁。巻末に図1葉が綴じ込まれ

　る。書名は『無人島行略記』tが正しいが，こヒでは混乱を避けるため岩瀬文庫の表題（題

ffによる）に従っておく。

　　なお，伊藤圭介『小笠原島産物記』（写本1舟東山伊藤文直［6－33］）には，’r小笠原島

　産」として植物の記事と印索話がある。中に「溜池戸田侯一宮本元道」のメモもみえる。

　これらの植物の記事は蕃書調所物産局に収められた小笠原調査報告書によったのであろ

　う。　・　　　　　　　　　’　　、
24）　栗田万次郎は名を昭，二巴と称した。本所駒止石，のち根岸金杉村に住んだ。当時の人

　名録（『江戸現在広益諸家人名録三編』文久元年刊，7文久文雅人名録』文久’3年刊）には

　儒者として記韓されているカ㍉本草学者としても著名であった。

　　文久元年9月幕府り蕃書開所に物産局が設置さ払その物産方出役としで出仕した伊藤

　圭介の日記狸伊藤圭介日記』　（国会〈特7－440＞）・の文久元年3月21日記事たは小笠原滞在

　中の栗田万次郎から書状が届いたとある。また，帰国しだ同病丸から小笠原には「大なる’

蠕幅」や「大ナルアヒル」！がいるど物産の様子を書き留めている。’・オオヲウモリは．『宮本

　宗伴無人島綿行』に母島父島「両島共、蠕蠕大サ三尺許、沢山み居。已ニー疋生ナガラ持1

　帰り、面上二相成候」とあっな。また，（6月16日〉には栗田万次郎が秋迄在留し，’その後

　は海部櫟斎が交代するζもみえる。，学匠ながら，蕃書調所物産局にあみた圭介のもとには

　小笠原り情報がもたらさ都物産局も小笠原の殖産に協力していたのであるもr伊藤雪嵐先

　生遺書』（岩瀬［154－67］）所収の「物産学に付存寄之趣申上候書付」（文久2年12月）．には

　「小笠原島産物も近年追々航海有之、物産家も被遣候義に付、．右諸島産物も御取寄調所へ

　相成廻候様（下略）」の一節がある。

　　栗田万次郎は明治7年7月から9月には台湾の産物調査に，ついで明治8年5月には琉

　球の産物調査に出掛けている。江崎悌三氏は栗田の琉球旅行を明治8年11月以前どされ，

　あ．るいは明治7年の台湾征伐の帰途立寄？たものではないかと’された（伊藤篤太郎「隠れ

　たる博物学者栗田方次郎を偲ぶ」の附記『台湾博物学会会報』第26巻第149号，1936年2月）・

～カ・’e以下ク）記事から・粟田の琉球行は明治8年5丹から8月にかけてであ6た9一とが判明

　する。「吾去る明治高年五月欽命を奉して琉球国に航し那覇の港に漏り、該地の物産を採集

せし折柄」（「第二号棋の疑問に付栗田万次郎君より寄贈せられたる答書」，『工業新報』第

4号，．1877年7月28日発行）。

栗甲の鰭としてr琉球物論単』（躰珊（本文11丁彩色鴎（汁部無彩色）9ゴ

国会〈特1－55＞）が残る∴第5丁表には「方言rタイモ』多ク首里近傍ノ水田中二栽ユ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中略）忘種、亦小笠原二日モアリ。其味、琉球ノモノヨリ劣ル。小笠原島ノ土人ノ＼　コ、

ノ穂其初『サンビツチ』島ノ土名ハ『タロ』ト唱フルモノ是ナリ。」・と，小笠原島での経

験を参考にし㌍記述がみえる。．層

　なお，伊藤篤太郎「隠れたる博物学者栗田三次郎を偲ぶ」には万次郎は小笠原島で日記

を付けていたらしく『南航日記』『 ﾆいう紀行があるとのことだが未見と記す．長谷川仁氏
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　は「『南汎日記』は3巻あったものと思われるが，今遺っているのは巻3のみで6月1日か

　ら帰着までの分が漢文で記されており，巻末は声備のメモとして植物彩色図や島民から教

　わった土名・英名・動植物目録などが録されている」という（長谷川仁「栗田万次郎海外

　調査のこと」，『自然』1977年2月号）。『誤記日記』と『南汎日記』’ぽ同じものをいうのだ

　ろうか。’筆者は未見。『小笠原島紀事』巻之25第27丁表に『南汎録』5月28日φ記事が抄録

　されている。　　．』　　　　・　　　　　　　、　・　　　　　　　　　　　一，，

25）井口栄春の経歴は未詳。同じ：く岸和田藩医で，小野蘭山の『本草綱目啓蒙』を重訂し・

新たに図譜を付して噸q85・年）した井哩之（楽山）・．嘉永4（1851）年11月・医学館にお

　いて『救荒本草』を講じた岸和田藩医井口栄達は栄春の血縁者か。、，

　　櫟斎の薬品会の鑑定手伝採用願には井ロ栄達（櫟斎の前任者か）の「例書」が付されて

　いる（『医員勤功書』第十六金沢〔特16．88－19〕）。　　．一

　　　　　　品書
　i　　　　　　　　　　　　’　　．　、　　　　　　　　岡部内膳正家来　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井口栄達

　　　　音無呼出i、嘉永二回忌四月医学館薬品会之節・鑑定手伝相勤候様・．書面之通二丁談’

　　　　旨嘉島書取被言渡候、

　　　　　　書面之通、可相勤旨可回申三三事、

26）　『小笠原島紀事拾遺』　（内閣［271－418］）巻之2　第38丁表～裏。

27）　『同　上』巻之2　第20丁表～裏。

28）・『小笠原論証事』巻之11’第74丁裏～第77丁裏。

2g）小花作詰論『小笠原島風土略記』（国会〈さ一70＞）第33丁表。

30）栄春の植物写生図は残念ながら未発見。弘前医官渋江氏三蔵の『弘前軍符』（写本1冊

　　国会〈237L22↓〉）一の話語識語によれば、7is書は三白栄春が桐淵直弥手抄本を借り受けて

　渋江氏のたあに抄写したものという。栄春ぽ本草学者として当然のことではあるカ㍉こつ

　した絵画にも巧みであった。

　　栄春は文久2年忌8月15、日離島帰府したが，明治にts’って少笠原の再開発のために設立

　された．「無人島開墾社」社長谷陽卿によって下下総銚子住民　真一郎」とともに小笠原ぺ

　派遣され，明治3年正月27日から2月14日まで同諸島の現況調査にあたっている。栄春は

　直助とも称したらしい。谷による報告書では「東京深川新田住人　井口直助」とされ「直

　助義ハ先年旧幕ノ時三島へ三役シテニケ年余モ在住シテ風土ハ篤卜存知丁丁ユへ此度遣シ

　置申候」という（『農務顛末』第6巻農林省1957429頁）。

・31）血忌の経歴には不明な点が少なくないが，略記しそおく（別記を準備中）。櫟斎の没年

　は明治3年10月19日説と同10月20日説とがあったが，阿部家菩提寺梅林寺（曹洞宗，台東

　区三ノ輪1－27）に残される過去帳によれぽ，、明治3庚午年の欄に「土宝珠二降殿二二霊湯居

　士　十月十九日　陶部将翁」とあるかち，櫟斎の没年は明治3年1り月19日と確定できる。

　この過去帳には慶応2丙寅年に「土東回三三三三t＄」大姉　七月十五目　阿部老母」，明治3

　庚午年には「宝信隣天安道益大姉　四月十四日　安部将翁妻」が載って吟る。その俗名が、

　知られないのは残念であるが，、尾紙の母の誰が東二院潭混乱操大姉，・また妻の誰が宝信院

天安道益大姉であるζとが判明した・なお・湯口の曽祖父将翁（照任）の没年を含む過去

　帳も残るが，虫損が激しく開けない状態という。

　　阿部櫟斎について；上野益三氏は「喜任、通称友之進字は亨、櫟斎または巴萩園と号
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し、江戸の生まれ。、阿部友之進（将翁）の曽孫で曽祖父と通称が同じため、混雑すること

がある1岩崎常正に本草を学び、江戸本石町にて本草を講ずる。また英語をよくする」と

　され，櫟斎の名として喜任・友之進・亨・櫟斎・巴萩園を挙げた（『年表日本博物学史』入

坂書房　19S9年）。櫟斎の著『隠居放言』7巻の各巻巻頭には櫟阻みずから別々の号を記し

ており，「櫟斎・静春・鳳仙・蕩圃・又新・蔽牛・棚町」の号が知られる。また，愚慮自筆、

の日記『公私日録　壼』（国会〈W391－22＞）．の表紙には「嘉永七年甲寅之／正月吉日　又

新堂」，裏表紙には「又新堂主人噸外之人」とあるから「零墨」が櫟斎の書斎号である

　こどが確認できる。
　　なお，偉花図譜』（躰冊輔［和一1・33］）’に付した締憾言に祖翁照任は「今

　より百四年前，宝暦四、〈1754）年に昇天せしなれは」という。現在いわれている宝暦3年

　没とは1’年のずれがある。　　、

32）33）清水二丁『ありゃなしや補遺』。『森銑三著作集』第6巻ヰ央公論社　i989173頁

　による。・
34）礫斎の騨r又新堂騰』（第15丁裏）の「鉾予か友人駐長篤・予二謝て・・廷

　ミヂの大樹にて糖を製し試みたしと」の記事から；榛斎が足立長唄と親しい交友があった

　E　が判明する。足立長門ほ吉田長淑門下の蘭方医で西洋産科あ祖とされるr長篤には『胡’、

　椒説』なる訳書参あるから，櫟斎の胡椒についての知識は尊爵から得たのかもしれない。

35）r・」・笠原島紀事』巻之も第4iT裏一42丁表第45丁表一条46丁裏・、

36）’佐藤昌介『洋学卑研究序説』岩波書店　1964　283頁。　　　　．　　　、　　　．一

37）東条琴台r；増訂伊豆七島全図　附無人島八＋嗅図・拒武房総海岸図』．天保13年刊，1

舗は林子平r三国通覧図説』の附図「鰍肛駄平入＋守山挙国」（天明5年刊）をテれまで

　の伊豆七島および無人島の情報（とくに南島高岡の『南島弱志』）を参照し，増補訂Eして

　成っ泥もの。校訂には琴台の門人e・　t江戸　阿部町回，伊豆　高田信煩，弘前　傍島正心の

　3人が当たっている。本書は絶板を命じら紅たという。櫟斎と琴台はこ「れ以前から回しい

　交流があったようで，藻斎の著『救漱挙要』天保4年9月には琴台が序を寄せている。

38）　阿部二一『又新堂随筆』（自筆稿本1冊　東洋［三／MC／11］）。第17丁表に「慶応二

　丙寅晶群九月十三日」の日付ぷみえるから，本書の成立は慶応2年か・淡黄色の表紙・四

　血眼。縦2虹×横165ミリ，厚さ紳6ミリ。書題簸（四周沖辺）で「又新堂随筆」。ただし，こ

　の題簸は後で付されたもので，内題はない。扉は手擦れのため汚れあり。扉の左端に、「又

　新堂随筆　底稿」．とある。’扉裏に「予幸に祖翁之遺業を珍し先君之教た頼り、負担之勤労・

　を免か瀬を負て御国に耕し、花を植へ芳を郵て身を立て名を掲げ三三三三’く」の識

　語あり♂r又新掌消夏下巻之七分目（目録）」2丁・ただし・目録の表題と本文の内容は何

　故か一致しない。本文は全23：丁。4種類の用箋が用いちれており，そのうちに整版心に「又

　新消夏録／巻㍗／巴萩園栞本」と刷られるもの，「三三室」と刷られるものがある。巴萩園

　は櫟斎の，三二室は久志本左京，（緑狩軒）の堂号である。久志本氏は天保期の本草研究会

　　「賭鞭会」のメンバーと糺咬流のあ・つた人物である．帯解が久志祇と本曲巨匠

　交流を有した可能齢大きい．記事の中1・「予や、小笠原島にありて旧月の長き撹へ・

　二丁髄にても朗驚きを知D　一icら1ま、実に人界を曝し仙人の、境に入り仙女列聖の理

　と減し、’長生之閑何の益あらんや」（第13丁表）、「由辺多』郎君南嗅にありし時の戯れに、・

　元日矩帰る仕度めかそへ初、年は戌［居ぬ］とし日は申［去る］事にして≒申されし。遠

　郷僻地にて古宇を思ふ心の剃る1ま、から臥も大和人も同U心臓ん・韓退之鄭尚書め・
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舗に乱するを送る序に（中・各）、鄭公の二二の撫を祝す、といふを以て合せ考へ人心の

一なるを実に知るべし土とあり。

39）筆者の目に止まった「三三三世之孫阿部旧任」の署名，「三三四三之孫」め朱印のある、

書を挙げておく。

1　阿部島斎『隠居放言』全7巻（杏雨［杏一1211］［杏一1273］［杏一4697］，岩瀬［34－43〕）

　所収「巴豆考」の記事あ末に「文政＋二歳次己丑秋七月／将四四世三三櫟斎阿部旧任識」

　　とある。杏雨［杏一1211］｝　：’は貼紙による訂正の跡が多く参え・櫟斎の自筆稿本・岩瀬［34

’Z43］は杏雨［面一・2・・］の灘本と教る・他はその写71scoなお・轄に1ま「瑚三百

　品考」，の書名もある。

2　阿部輝（照）任『硫黄盃根元訂正誤』．寛保4年刊1冊（内閣［195－258］）の後表紙

　見返しに「天保五甲午之春正月廿三日此害を得たり（中略）子別之孫／阿部喜任」の識

　語。ド

’3　阿部櫟斎『草木育種後編』天保8年刊　2冊。巻之上例言の末尾に「丁酉秋月移花日・

　　　　　　　　　　ガ　　訳出園主人識」として「阿部将翁二世孫」「喜任審定」の刷印あり。

4　阿部櫟斎『救豪富要』天保4年9月例言刊　2巻1冊（元明解ほ「豊年教種」）の例言

　　末尾の署名に「櫟斎」および「阿蔀将翁四三孫」の四六ぷある．本書は西国の凶年に備

　　えて書かれた書であるが、その例言で次のよっにい％
　　　，千先祖三三先生享保十七年西下鱗饒の時、辟穀の方を書して（平出）奉りしかは、

　　　　試みて後に諸人に施すべしと（平出）台命ありし故に・翁自身に試みたり。時に行

　　　　心入十六歳にてありけれども、起居生平の如くなりと申上ければ、上にも称美した・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことし　　　　まひ翁にも白銀を賜り、遂に此方を三州に教へて多，くの人を救ひたり。予三三蕪先

　　　　人の古事に比して此小冊子を記す。

　　　ここにも，櫟斎が家祖としての曽祖父将翁の事蹟に倣お．うとしていることがわかるで’

　　あろう．。

　　　　　　　　　　　　　　　　　エしゅんあんかたたふコ　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　なお，本書巻之下第4丁裏に「家父春庵門司」とみえるので，櫟斎の父の名は賢任，

　L春鳥と号したことが知られる。春庵には『本草i纂言』（東回［和一180コ）の著がある。

，5　『草花図譜』写本1冊（二二［和一1033］）。緒言に「この書は予か家にふるくもち伝ふ

　　所なり。（中略）祖二二任の見るに随而筆記せるものか。（中略）今より百四年前、宝暦

　　四年に昇天せしなれは、、こは其前にものせるものか。四型の孫阿部喜任し為す。安政四

　　隼丁巳の夏五月なり［「静春i薬室」の朱文方印］。静春薬室は櫟斎の書斎号。

40）阿部櫟斎『蝦夷行程記』安政3年11月刊　上下2冊！岩瀬［7－13］）。

4・）r又継騨』に「予や小笠聰・あり細月の長き撹へ・凶北髄にて．も明の長ざ
を知りたらは」（第13丁表），1 ?騅・は「予今年北野にて英人聖明に聞した」・（第17丁裏）

　とあるから，その後北海道に渡ったのtttろう。’

　　『小笠原開拓掌記』中巻　第52丁表～第54丁裏。42）

43）安政6年4月，阿部二二1ま医学館の薬品会でφ薬品鑑定手伝に採用さ．nfe。その携用願

　案文の写しが残る（r医員勤回書』第＋六　金沢〔特16．88－19〕）．

　　　　　　阿部将翁儀二巴丁丁候書付　　　　　　　　　　　　　多紀三常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　「　　　　・　　町医師、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部将翁

　　　右心翁鏡物産之学年来研究罷在三間、何卒医学館薬品会之節、鑑定手伝三三旨被　三
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　　　付擦筆置候様仕度、此段奉洋傘、以上、

　　　　未四月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　．　　姓名

　　文久2年櫟斎が小笠原島行を命じられた際，医学館での薬品鑑定として薄書の後任に採

　用された矢漫事琢の願書には櫟斎の願書が軍書とされている（『医学館帳』内閣［195－365］

　第44丁裏～第45丁表）。

44）　阿部櫟斎『豆填行記』写本（白井光太郎の筆写　1冊・国会〈特1－2970＞）にまる。本

　書はこのほか，天理大学図書館（上中巻のみ，．林若樹写2冊）があるが，’未見p

45）丁小笠原開拓掌記』下巻　第63‡表～裏。

46）　田中弘之校訂解説『幕末小笠原島日記』緑地社、1983　による。

47）　阿部櫟斎『八丈本草』（自筆稿本1冊．東博［和一216］）。黒紫：色の表纏毒針眼。縦216×

　横131ミリ，厚さ約7ミリ1書題叢で「弓丈本草」。扉に「弓丈本草」とあるが7．内題はない。

　本文墨付31丁（第i5～23丁は白紙のまま）。田中芳男献納書籍。なお，tt杏雨［杏一6058］は

　本書の昭TP　9・年筆写本である。

　　第24丁～39丁には英語，蘭語の文章が筆写され，二部の単語には訳語が付される。櫟斎

　の学習の跡か。なかに聖書あ一節と思われる英文がある。

　　本書について，磯野直秀氏は尊者を「阿部喜任？」．とし，「八丈島とは無関係らしいメキ

　帳」ζされた（「東京国立博物館蔵『帝室本』　本草・博物誌関係和書目録」『駆鷹義塾大学

　日吉紀要　自然科学』No．21，1997）カ㍉櫟斎の八丈島でのメモ帳であることに間違いな

　い。

48）寛政3鯛村醐に却て離・土i）E；￥・草藁・韓紅闘魂躍増・甘草・囎
　子・カンテイレキ・シツカンラ樹・索厚朴之類などの薬草が入江島に植え付けられ，天保

　3年当時も繁殖している薬指は，’肉桂（唐種）2本，蝶蝶（唐種）五株，積榔樹1株であ

　つたという記録があるが，「［麺延喜式　甘草」は西湖の植え付けたものが残っていたの

　であろうか。

49）　『出放題集』（自筆草稿1冊　国会く848－205＞）は櫟斎が八丈島と小笠原滞在申にそ0

　三子の所感を雑記風に詠んだ発句集である。巻頭には「赤道の直下に、や・近ければ、四

　時ともに艸木も、青々と見へ～鶯のさ・なきも、断へす窓の外に聞ゆるにそ、思ひつるま・’

　を書きつけつ、見る人にも笑ひ給へとて／出放題集といふ／季のきかぬ季もなき出す発句

　哉」と書名の由来を述べている。これらの発句には推敲の跡もみえ，なかには『南喚行記』

　に挿入されるものもあるか航詞書きとともに文字通り櫟斎の身辺雑記だρたと考えられ

　る。　　　．㌧　、

　　なお，本書後表紙の見返しに，大槻如電が大正6年に櫟斎の子弊から本書を入手した経

　緯を記す。

50）　『小笠原開拓掌記』第112丁裏～第113丁裏6

51）植木屋長兵衛は長太郎の誤りかもしれない。巣鴨の植木屋内山長太郎は別称「弓長」（栽

　花園），といい，弟音吉・卯之吉とともに幕末から明治期にかけて著名な植木屋であった。、，

　かれらをよ《知る栗本鋤雲ぽ「維新以来益々大に用ひられ、大内り御苑より諸官省の庭園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かざり　を始め、王侯貴族の家訓翁の手を経て其の丘園の責を為さ・る無ければ、入何て花戸中

　の太閤と為すに至る」と書いている。鋤雲は「都下花戸の長字を以℃名とする者多し」．と

　もいう（栗本鋤雲「内山長翁・長太郎の略伝」『日本園芸会雑誌』88号，、1899年）ので，あ

　るいは長兵衛な’る植木屋があったのかもし紅ない。卯之吉が長太郎の男であ老∫ごとは確か
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　であろう。

52）　『｛1・笠窪心癖事些巻之12　第27丁裏～第29丁表。

53），ワートル。A．　van　de　Water著のi薬物書（プラッペによる校補版，1834年刊）。これは

　林洞海により翻訳され」窓篤児昏昏論』21巻耳S冊（天保11年訳成）と、して安政3年（1856）

　に刊行された。櫟斎が購入を願ったのは翻訳書ではなく；オランダ語原本だろう。

54）　「右転織」は山雨をJ9，いだ織物のことをいうのだろう。「右回」三三をさすかは不明。、

55）　この願書は薬品補充のためのし時的な官府願いのつもりだったようだが，帰回して後，

　櫟斎は再び小笠原の地を踏むことはなかったb

56）．小花作之助『小笠原島風土略記』．（船引〈さマ70＞）第26丁霊～第27丁裏。．本書末尾にば，

　「右附録は予在島中文久元年辛酉十二月より見聞なしたる事、又自らの事をも記したり。

渡来又開拓の事起りて若し用ゆる時を得は、予の幸甚也／小花作之助（花押）」の識語があ．

　る（下線は筆者）。この識語から，本書は止むなく中断した小笠原島開拓事業の再開に備え

　て，小花作之助が自らの経験見聞をまとめたものであることが知られる。「附録」という

　のは，『小笠原島真景図』の附録という意味である。小花は宮本小一に本書と宮本元道『小

　笠原島真景図』（国会〈さ一70＞）および英米蘭プロシア各国の公使との往復書簡抄録を貸与

　して再開発を訴えたあである。

　　明治6年’4月？7日・外務雀編集課から「先頃宮本大ttより御七輪之上・，御書留井に小笠

　原風土略記及絵図等御恩借之分、盈虚夫々謄写相成り誌面傑処、風土略記・地図は有之、

　今一冊虚宿書留何れへ紛入歯哉、何分捜索之術、尽、毎度御直面毒に候得共、再応借覧致

　度候」、と問V｝合わせたのにたいして，小花は「御書面上趣承知仕。則、手控御用留一冊、

，島民へ対話書壱冊、外に先般御用立候附録壱冊、初発認候図面弐本共入御智慮」と答え，

　さらに外務省の，「右之外、小笠原島一件関係之書類御手留、日記等に至る迄、不苦候は・

　御恩借に預り度候」とg）依頼に「承知仕イ熱論小笠原規則書壱凪対話書抜壱冊南島要．

　録壱冊、面差上面。右は手控御用留にも記載有之、重複之廉も候得共、任御達差上候。御

，照覧可谷下候」と答えている。さらに小花の答には「水野服部之御用蜜は文久三年忌月本、

　丸炎上之節、小筆原島書類入用三三儘に属し候故、’外に書留無旧事と被三三」と，水腎・

　服部の御用留は焼失してしまったともいう。また，．外務省からの「小笠原島指掌全図等御

　所持に相成居候は是又借話語候」に，「先般御用立候函血続始に海之浅深等迄測量致し候図’

　有之。然る処、右原図兼而申上候左院之官員方へ依頼貸出し置、催促もいたし候得共返却

　無之、・戻次第可差上心得共、前件々東急之趣に付、’此分譲後日候」と答えている（『小笠原

　志紀事』第24巻第54丁重～第57丁裏）1『小笠原島風土略記』（国会〈さ一70＞）は小花作之助

　の自筆と思われる（註22参照）。　　t’，　t　　』・．　　．　　〆1

57）　ここに．「龍眼肉前帝八丈島え植付，面持来」と注されるのは，八丈島にも植え付けた後，小笠

　原へ向かう途中で誤って塩水をかけてしまって枯れたのである。伺じく船中で枯れたとい・

　う学派薙に「生育ス、壱本」とあるのは辛うじて1本だけ助かったのであろうか’。，

58）　『農務顛末』第6巻　農林省　1957474～75頁。

59）　『又新堂随筆』第23丁表。「

　　　（前略）予や小笠原島にありし幽く人家を見るに異人嫉皆、蒲葵和名あちまさの葉を

　　　とりて屋根も覆（おほ）ひ、又四方をもかこへり。入丈移民の家を作るにも、いにしへ

　　　のさまおもひいてられ、柱は掘こみて建て、其うへに、はりをわたし、夫に三三と末

　　　に穴をうがち五三てふもの・古へのさまになレ又まれに横木を渡し屋根も四方も悉
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　　　くあちまさの葉以てせり・この島は土の性壷もよく塑流れ醐て・粉に諸点

　　の培養すへきの地なり。
　　○この島に来りて、樹木三三の処に回るに1人め手の入らすして樹木の自然に生する

　　　を見るに三三三三或は杖の如きも皆直立にして、竹の林に入るが如し．三三

　　樹は三三に根回ら旧風に吹たをさる・姻ξこの如くにはあらす・

　　予このiにあり鳳ご山に崩して離作り・嫁を造る為に岡を平らかになせし時，

　　　に、地の性質を阿るに三三の江戸にいふちやまと唱ふる赤土の粘り強く渋き土なり。

　　　この土に上に樹葉三根の土に化したるか入九寸A・あり。西洋人の百年にして一尺の

　　　土を生ずといふかこれなるや・三山の罫・真土の砂まじりになりたる姻わり・掌

　　　に再渡して樹芸せん事を思ふ。・　　　　　　　　・

60）　『日本教育史資料』』文部省　1892　第7分冊　673頁。’

61）阿部櫟斎『南喚産物志1（写本1冊　岩瀬［92－119］）。薄茶色の表紙，四部眼。縦248×

　横170ミリ，厚さ約9ミリ。題簸ほなく，表紙には何も記されない。扉に「南嗅産物志／木部　閏

　月十五日置三十一種」。遊び紙第1丁裏に「等等産物志／木部　分目（略）凡三十五品」。・．

　内題はなくいきなり本文かち始められる。扉1丁，分目1丁，遊び紙1丁，t一本文39丁。第

　1丁表に「岩瀬文庫」の朱印があるほかは三囲なし。記事中に「文久三年癸亥ノ四月四日

　小満ノ候ナリ」の支字がみえ，また欄外には「戌ノ九月十五日」「戌ノ九月七日」「戌ノ七

　月十九日」の朱筆力回るから，これらの記事は文久2年7月から同3年4月に記されたこ

　とがわかる。本文には版心に「又新消早発／巻　／巴寂園圃本」とある黒い刷り用箋が用

　いちれる。版心の「巻」の下の余白に，右に寄せて・扱われる品名が墨書される・．「巴萩園」

　は榛斎の号で，とのほかの櫟斎著書にもこの用箋を用いられるものがある。卑語および朱

　筆，貼紙による訂正の内容から，本書は櫟斎の自筆稿本と考えられる。’杏雨［杏一5956］『は

　岩瀬文庫本の写本である。また，岩手県立図書館（太［49・9～8］）にも1本が蔵されるが

　未見。t
62）阿部櫟斎『豆喚行記』文久2年9月20日の記事に「南喚産物志ノ惣目ヲ草稿ス」とある

　が，「南嗅産物志下目」の所在は知らない。ここには木部のほカ1「草部・魚部・獣部」など

　の収録品名が記されていたはずである。

63）　『農務顛末』第6巻　農林省　1957あ「小笠原島　第二殖産始末」に詳しい。

〈ひらの’みつる　明治大学文学部教授）、
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